
満開の桜に彩られた清水岩屋公園　　（3月28日　川辺町）
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受
入
環
境
の
整
備
を
行
い
、川
辺
地
域

に
お
い
て
も
湧
水
や
磨
崖
仏
な
ど
の
特

色
を
生
か
し
た
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

人
と
物
の
交
流
を

促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り
　

　

南
薩
縦
貫
道
に
つ
い
て
は
、知
覧
ト
ン

ネ
ル
や
野
崎
高
架
橋
な
ど
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、塗
木
交
差
点

か
ら
枕
崎
市
ま
で
の
県
道
枕
崎
知
覧
線

が
、南
薩
縦
貫
道
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、歩
道
設
置
や
線
形
改
良
整
備
が
進

安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、

新
た
な
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。ま
た
、地
域
内
で
の
継
続

的
な「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
話
し
合
い

活
動
に
よ
る
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
進
め
、耕
作
放
棄
地

の
解
消
や
農
地
の
利
用
集
積
を
促
進
し

ま
す
。

　

茶
業
に
つ
い
て
は
、市
の
茶
銘
柄
を

「
知
覧
茶
」と
す
る
方
針
を
基
に
、日
本

一
の
茶
産
地
と
し
て
、新
た
な
販
売
戦

略
や
お
茶
の
持
つ
健
康
増
進
機
能
の
実

証
、お
茶
文
化
の
創
造
な
ど
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
業
つ
い
て
は
、耕
畜
連
携
や
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
り
飼
料

自
給
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。ま
た
、近

隣
諸
国
に
お
け
る
家
畜
の
悪
性
伝
染
病

の
発
生
が
続
発
し
て
い
る
た
め
、引
き
続

き
防
疫
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

活
力
あ
る
人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り
　

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、商
店
街
の
施
設

整
備
や
川
辺
仏
壇
の
振
興
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。ま
た
、昨
年
設
立
さ
れ
た

南
九
州
市
特
産
品
協
会
を
中
心
に
特

産
品
開
発
活
動
な
ど
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
、後
期
基
本
計
画
で
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
た
移
住

定
住
対
策
と
し
て
、新
た
な
誘
致
や
既

存
立
地
企
業
の
規
模
拡
大
へ
の
支
援
を

行
い
、産
業
の
振
興
と
雇
用
拡
大
に
努

め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、景
気
回
復
や

円
安
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、県
内
の
自
治
体
な

ど
と
連
携
し
て
、情
報
を
発
信
し
、誘
致

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。特
に
、世
界
記

憶
遺
産
登
録
を
目
指
す
知
覧
特
攻
平

和
会
館
に
つ
い
て
は
平
和
学
習
の
場
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、急
速

に
進
ん
で
き
て
い
る
頴
娃
地
域
に
つ
い
て

は
、地
元
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

南九州市長
霜 出  勘 平

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
、第
1
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
初

年
度
と
な
り
ま
す
。前
期
基
本
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ

た「
移
住
・
定
住
促
進
対
策
」に
、

「
茶
の
銘
柄
統
一
」と「
知
覧
特

攻
平
和
会
館
の
保
存
収
蔵
資
料

の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
」に
向
け

た
取
組
み
を
新
た
に
加
え
、引
き

続
き
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す「
自
然
豊
か
で 

創
造

と
活
力
に
満
ち 

く
ら
し
と
い
の

ち
が
輝
く 

“こ
こ
ろ
“や
す
ら
ぐ

ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、全
力
で

市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
26
年
度
施
政
方
針（
抜
粋
）
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め
ら
れ
て
お
り
、引
き
続
き
、関
係
機
関

と
一
体
と
な
っ
て
早
期
完
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、地
域
間
の
連
絡
・

公
共
施
設
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
、橋
梁
に
つ

い
て
は
、安
全
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
、公
共
交
通
調
査
の

結
果
に
基
づ
き
、運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

を
す
る
な
ど
、引
き
続
き
利
用
者
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

　

定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、住
宅
の
取
得

な
ど
に
対
す
る
助
成
制
度
や
空
き
家
情

報
を
提
供
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、

市
が
保
有
す
る
住
宅
用
地
の
分
譲
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

　　

防
災
に
つ
い
て
は
、災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、自
主

防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

消
費
生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、消
費

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
向
け
た
情
報

提
供
と
啓
発
活
動
や
相
談
窓
口
機
能

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

い
き
い
き
と

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　　

地
域
保
健
・
医
療
に
つ
い
て
は
、各
種

健
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
に
努
め
、保

健
事
業
を
展
開
し
、住
民
の
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、中
学

生
ま
で
の
医
療
費
全
額
助
成
や
ひ
と
り

親
家
庭
の
支
援
に
よ
り
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、不
妊
治
療
費
へ
の

市
独
自
の
助
成
事
業
や
母
子
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、子
ど
も
た
ち
へ
の

疾
病
予
防
対
策
と
し
て
、県
内
の
希
望

す
る
医
療
機
関
で
の
定
期
予
防
接
種
を

可
能
と
し
受
け
や
す
い
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

自
立
支
援
、介
護
者
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
を
図
り
、

さ
ら
に
、徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
と

創
造
力
を
育
む

教
育・文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、心
に
届
く
生

徒
指
導
と
道
徳
教
育
を
中
心
と
し
た
心

の
教
育
、た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健

康
や
体
力
を
育
む
教
育
を
展
開
し
、地

域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

高
等
学
校
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
に
よ
り
学
級
数
が
減
少
し
て
お

り
、生
徒
募
集
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、高
等

学
校
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、特
攻
隊

員
の
貴
重
な
遺
書
・
手
紙
類
を
次
の
世

代
ま
で
永
久
に
保
存
し
、「
二
度
と
悲
惨

な
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」と
い

う
平
和
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、ユ
ネ

ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

協
働
と
自
立
に
よ
る

住
民
主
役
の

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
　

　

開
か
れ
た
行
政
と
住
民
参
画
体
制
の

確
立
に
つ
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
市
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を

図
り
、地
域
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
む
団
体
な
ど
の
育
成
・
支
援
を

し
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、財
政
健
全
化

を
図
る
た
め
、事
務
事
業
の
整
理
・
廃
止

な
ど
の
見
直
し
を
行
う
行
政
評
価
の
導

入
・
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、国
・
県
な
ど

に
依
存
し
な
け
れ
ば
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、単
に
他

に
頼
る
ば
か
り
で
は
な
く
、で
き
る
限

り
、自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、視
点
を

変
え
、知
恵
を
出
し
て
取
り
組
み
ま
す
の

で
、健
全
財
政
の
推
進
に
つ
い
て
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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歳入
209億円

歳出
209億円

その他
14,693円

消防費
28,607円

土木費
42,483円

農林水産業費
46,194円

衛生費
56,797円

一 般 会 計 209億円 （対前年度比 +1．7％）

特別・企業会計 127億6,142万5千円 （対前年度比 +2.6％）

平成 26年度　南九州市当初予算

九州市の平成26年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび中期財政計画に基づき、健全でかつ将来
を見据えた財政運営に努めるとともに、第一次南九州市総合計画の後期計画に位置付けられた諸施策を確実に推進す
るため、効率的で重点的な予算措置を行いました。特に平成26年度は、「生活環境の向上および公衆衛生の推進」、「消
防・防災体制の充実」、「農業経営基盤の強化」および「茶業の振興」などに予算の重点的な配分を行いました。
  一般会計の総額は、前年度比1.7％、3億4,000万円増の209億円となりました。また、一般会計と６つの特別会計および
企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、336億6,142万5千円で、前年度比2.0％、6億6,039万8千円の増額と
なりました。

市民税
31,371円

軽自動車税
2,995円

固定資産税
46,499円

市たばこ税
6,093円

TABACO
TABACO

市民１人当たりが負担する市税       市税
3,343,621
（16.0）

人件費
4,152,246
（19.9）

扶助費
3,844,570
（18.4）

公債費
2,384,778
（11.4）

普通建設
事業費
2,600,622
（12.4）

普通建設
事業費
2,600,622
（12.4）

物件費
2,765,500
（13.2）

災害復旧費
2,766（0.0）

維持補修費
146,322（0.7）

積立金
139,438（0.7）

単位
千円
（％）

その他
11,300（0.1）

補助費等
2,256,992
（10.8）

繰出金
2,595,466
（12.4）

地方交付税
8,532,000
（40.8）

交通安全対策
特別交付金
7,500（0.0）

依存財源
15,263,975（73.0）

義務的経費
10,381,594（49.7）

その他の経費
7,915,018（37.9）

投資的経費
2,603,388（12.4）

自主財源
5,636,025（27.0）

国庫支出金
2,309,563
（11.1）

国庫支出金
2,309,563
（11.1）

県支出金
1,772,812
（8.5）

県支出金
1,772,812
（8.5）

市債
1,714,500
（8.2）

市債
1,714,500
（8.2）

分担金及び負担金　288,394（1.4）
使用料及び手数料　539,813（2.6）
財産収入　87,984（0.4）
寄附金　2,325（0.0）
繰入金　999,837（4.8）
繰越金　200,000（1.0）
諸収入　174,051（0.8）
地方譲与税　339,000（1.6）
利子割交付金　5,000（0.0）
配当割交付金　2,600（0.0）
株式等譲渡所得割交付金　900（0.0）
地方消費税交付金　529,000（2.5）
ゴルフ場利用税交付金　11,600（0.1）
自動車取得税交付金　33,000（0.2）
地方特例交付金　6,500（0.0）

南

区　分

合　計

平成26年度 平成25年度 比　較
増減額 増減率

(注) 水道事業会計は、収益的支出および資本的支出の予定額の合計

（単位：千円、%）

一般会計
特別会計

水道事業会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

20,900,000
12,061,600
6,286,800
566,800
4,683,000
277,900
76,300
170,800
699,825

33,661,425

20,560,000
11,968,300
6,257,000
532,400
4,433,000
490,800
75,700
179,400
472,727

33,001,027

 340,000
93,300
29,800
34,400
250,000

▲ 212,900
600

▲ 8,600
227,098
660,398

1.7
0.8
0.5
6.5
5.6

▲ 43.4
0.8

▲ 4.8
48.0
2.0

総額   86,958円
※金額は、平成26年2月28日現在の住基人口
（38,404人）で計算しています。（鉱産税、国
有資産等所在市町村交付金は除く）

　歳出を性質別に見ると、人件費、扶助費および市債（借金）の償還を行う公債費で「義務的経費」と呼
ばれるものの割合が最も多く、全体の49.7％を占めています。基盤整備や道路整備、学校施設の整備
など「投資的経費」と呼ばれる経費は全体の12.4％となり前年度に対し1.2ポイントの減となりました
が、これは、茶業関係の活動火山周辺地域防災営農対策事業費や県からの委託事業である公共用地取
得業務事業費などの減額によるものです。
　また、その他の経費は、前年度に対し1.5ポイント増の37.9％となりましたが、これは、国民健康保険
事業など特別会計への繰出金が増額となったことによるものです。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の73.0％を占めてお
り、前年度よりも依存財源の割合は1.1ポイント下がっています。　依存財源のうち、最も多いものは、
地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の40.8％
を占めており、以下、国庫支出金、県支出金、市債の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」は、最も多いのが市民の皆さんが納められる市税で、全
体の16％を占め、財政調整基金などの基金（貯金）からの繰入金が増えたことにより、自主財源の占め
る割合は1.1ポイント上昇しました。

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占
めるのが、市民の皆さんが安心して暮らすため
の福祉の充実などに使われる民生費で、前年
度に対し1.5ポイントの増で全体の31.8％を占
めています。これは、障害者自立支援給付費の
増や消費税率の引上げに伴う臨時福祉給付金
支給事業費および子育て世帯臨時特例給付金
支給事業費が新たに追加されたことによるも
のです。次に多いのは総務費で全体の12.6％
を占め、以下は公債費、衛生費、教育費、農林水
産業費、土木費の順となっています。

市民１人当たりに使われるお金

<歳入の状況（一般会計）>

消防費
26,815円

総務費
68,541円

民生費
172,862円

教育費
51,939円

総額   544,213円
※金額は、平成26年2月28日現在の住基人口（38,404人）で計算
しています。

公債費
62,097円

<性質別歳出の状況（一般会計）>

単位
千円
（％）

民生費
6,638,608
（31.8）

総務費
2,632,235
（12.6）

公債費
2,384,778
（11.4）

衛生費
2,181,250
（10.4）

教育費
1,994,670
（9.6）

農林水産業費
1,774,031
（8.5）

土木費
1,631,527
（7.8）

消防費
1,098,627
（5.3）

消防費
1,098,627
（5.3）

災害復旧費
5,266
（0.0）
予備費
10,000
（0.0）
諸支出金
139,695
（0.7）
議会費
191,320
（0.9）
商工費
217,993
（1.0）

災害復旧費
4,500
（0.0）
予備費
10,000
（0.0）
諸支出金
115,685
（0.6）
議会費
185,548
（0.9）
商工費
204,589
（1.0）

平成26年度

民生費
6,238,804
（30.3）

総務費
2,661,494
（13.0）

公債費
2,353,074
（11.4）

衛生費
2,133,844
（10.4）

教育費
1,923,379
（9.4）

農林水産業費
1,830,705
（8.9）

土木費
1,855,043
（9.0）

消防費
1,043,335
（5.1）

消防費
1,043,335
（5.1）

平成25年度

<目的別歳出の状況（一般会計）>

会計別の当初予算額        
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歳入
209億円

歳出
209億円

その他
14,693円

消防費
28,607円

土木費
42,483円

農林水産業費
46,194円

衛生費
56,797円

一 般 会 計 209億円 （対前年度比 +1．7％）

特別・企業会計 127億6,142万5千円 （対前年度比 +2.6％）

平成 26年度　南九州市当初予算

九州市の平成26年度当初予算は、行政改革大綱、集中改革プランおよび中期財政計画に基づき、健全でかつ将来
を見据えた財政運営に努めるとともに、第一次南九州市総合計画の後期計画に位置付けられた諸施策を確実に推進す
るため、効率的で重点的な予算措置を行いました。特に平成26年度は、「生活環境の向上および公衆衛生の推進」、「消
防・防災体制の充実」、「農業経営基盤の強化」および「茶業の振興」などに予算の重点的な配分を行いました。
  一般会計の総額は、前年度比1.7％、3億4,000万円増の209億円となりました。また、一般会計と６つの特別会計および
企業会計（水道事業会計）を合わせた予算総額は、336億6,142万5千円で、前年度比2.0％、6億6,039万8千円の増額と
なりました。

市民税
31,371円

軽自動車税
2,995円

固定資産税
46,499円

市たばこ税
6,093円

TABACO
TABACO

市民１人当たりが負担する市税       市税
3,343,621
（16.0）

人件費
4,152,246
（19.9）

扶助費
3,844,570
（18.4）

公債費
2,384,778
（11.4）

普通建設
事業費
2,600,622
（12.4）

普通建設
事業費
2,600,622
（12.4）

物件費
2,765,500
（13.2）

災害復旧費
2,766（0.0）

維持補修費
146,322（0.7）

積立金
139,438（0.7）

単位
千円
（％）

その他
11,300（0.1）

補助費等
2,256,992
（10.8）

繰出金
2,595,466
（12.4）

地方交付税
8,532,000
（40.8）

交通安全対策
特別交付金
7,500（0.0）

依存財源
15,263,975（73.0）

義務的経費
10,381,594（49.7）

その他の経費
7,915,018（37.9）

投資的経費
2,603,388（12.4）

自主財源
5,636,025（27.0）

国庫支出金
2,309,563
（11.1）

国庫支出金
2,309,563
（11.1）

県支出金
1,772,812
（8.5）

県支出金
1,772,812
（8.5）

市債
1,714,500
（8.2）

市債
1,714,500
（8.2）

分担金及び負担金　288,394（1.4）
使用料及び手数料　539,813（2.6）
財産収入　87,984（0.4）
寄附金　2,325（0.0）
繰入金　999,837（4.8）
繰越金　200,000（1.0）
諸収入　174,051（0.8）
地方譲与税　339,000（1.6）
利子割交付金　5,000（0.0）
配当割交付金　2,600（0.0）
株式等譲渡所得割交付金　900（0.0）
地方消費税交付金　529,000（2.5）
ゴルフ場利用税交付金　11,600（0.1）
自動車取得税交付金　33,000（0.2）
地方特例交付金　6,500（0.0）

南

区　分

合　計

平成26年度 平成25年度 比　較
増減額 増減率

(注) 水道事業会計は、収益的支出および資本的支出の予定額の合計

（単位：千円、%）

一般会計
特別会計

水道事業会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

20,900,000
12,061,600
6,286,800
566,800
4,683,000
277,900
76,300
170,800
699,825

33,661,425

20,560,000
11,968,300
6,257,000
532,400
4,433,000
490,800
75,700
179,400
472,727

33,001,027

 340,000
93,300
29,800
34,400
250,000

▲ 212,900
600

▲ 8,600
227,098
660,398

1.7
0.8
0.5
6.5
5.6

▲ 43.4
0.8

▲ 4.8
48.0
2.0

総額   86,958円
※金額は、平成26年2月28日現在の住基人口
（38,404人）で計算しています。（鉱産税、国
有資産等所在市町村交付金は除く）

　歳出を性質別に見ると、人件費、扶助費および市債（借金）の償還を行う公債費で「義務的経費」と呼
ばれるものの割合が最も多く、全体の49.7％を占めています。基盤整備や道路整備、学校施設の整備
など「投資的経費」と呼ばれる経費は全体の12.4％となり前年度に対し1.2ポイントの減となりました
が、これは、茶業関係の活動火山周辺地域防災営農対策事業費や県からの委託事業である公共用地取
得業務事業費などの減額によるものです。
　また、その他の経費は、前年度に対し1.5ポイント増の37.9％となりましたが、これは、国民健康保険
事業など特別会計への繰出金が増額となったことによるものです。

　歳入は、国や県から交付されるお金である「依存財源」と呼ばれるものが総額の73.0％を占めてお
り、前年度よりも依存財源の割合は1.1ポイント下がっています。　依存財源のうち、最も多いものは、
地方自治体が一定水準の行政サービスを保つために国から交付される地方交付税で、全体の40.8％
を占めており、以下、国庫支出金、県支出金、市債の順となっています。
　一方、市が自ら賄えるお金である「自主財源」は、最も多いのが市民の皆さんが納められる市税で、全
体の16％を占め、財政調整基金などの基金（貯金）からの繰入金が増えたことにより、自主財源の占め
る割合は1.1ポイント上昇しました。

　歳出を目的別に見ると、最も大きな割合を占
めるのが、市民の皆さんが安心して暮らすため
の福祉の充実などに使われる民生費で、前年
度に対し1.5ポイントの増で全体の31.8％を占
めています。これは、障害者自立支援給付費の
増や消費税率の引上げに伴う臨時福祉給付金
支給事業費および子育て世帯臨時特例給付金
支給事業費が新たに追加されたことによるも
のです。次に多いのは総務費で全体の12.6％
を占め、以下は公債費、衛生費、教育費、農林水
産業費、土木費の順となっています。

市民１人当たりに使われるお金

<歳入の状況（一般会計）>

消防費
26,815円

総務費
68,541円

民生費
172,862円

教育費
51,939円

総額   544,213円
※金額は、平成26年2月28日現在の住基人口（38,404人）で計算
しています。

公債費
62,097円

<性質別歳出の状況（一般会計）>

単位
千円
（％）

民生費
6,638,608
（31.8）

総務費
2,632,235
（12.6）

公債費
2,384,778
（11.4）

衛生費
2,181,250
（10.4）

教育費
1,994,670
（9.6）

農林水産業費
1,774,031
（8.5）

土木費
1,631,527
（7.8）

消防費
1,098,627
（5.3）

消防費
1,098,627
（5.3）

災害復旧費
5,266
（0.0）
予備費
10,000
（0.0）
諸支出金
139,695
（0.7）
議会費
191,320
（0.9）
商工費
217,993
（1.0）

災害復旧費
4,500
（0.0）
予備費
10,000
（0.0）
諸支出金
115,685
（0.6）
議会費
185,548
（0.9）
商工費
204,589
（1.0）

平成26年度

民生費
6,238,804
（30.3）

総務費
2,661,494
（13.0）

公債費
2,353,074
（11.4）

衛生費
2,133,844
（10.4）

教育費
1,923,379
（9.4）

農林水産業費
1,830,705
（8.9）

土木費
1,855,043
（9.0）

消防費
1,043,335
（5.1）

消防費
1,043,335
（5.1）

平成25年度

<目的別歳出の状況（一般会計）>

会計別の当初予算額        
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■
茶
産
地
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
条
件
整
備

事
業
費

５
１
５
５
万
円

荒
茶
加
工
施
設
の
機
能
性
向
上
を
図
る

た
め
、製
造
ラ
イ
ン
な
ど
の
施
設
整
備

に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
茶
健
康
増
進
実
証
事
業
費

３
６
４
万
3
千
円

市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、茶
の
健
康

増
進
機
能
に
つ
い
て
効

果
を
実
証
し
、茶
の
消

費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
畜
産
業
振
興
費

２
０
７
２
万
円

自
給
粗
飼
料
生
産
確
保
対
策
事
業
補

助
金
な
ど
、畜
産
業
の
経
営
安
定
、生

産
性
向
上
、環
境
対
策
な
ど
の
た
め
に

必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
費（
畜
産
）１

０
９
５
万
3
千
円

桜
島
の
降
灰
な
ど
に
よ
る
被
害
軽
減
・

防
止
施
設（
飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
等

機
械
）の
導
入
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
林
道
開
設
事
業
費２

０
０
０
万
1
千
円

伐
採
、間
伐
な
ど
の
林
業
生
産
活
動
の

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
林
道
を
開
設

し
ま
す
。（
林
道
辨
才
天
線
）

１
億
１
２
５
０
万
円

人
参
生
産
の
安
定
を
図
る
た
め
の
人
参

選
果
ラ
イ
ン
導
入
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
費

１
億
１
３
２
２
万
6
千
円

南
薩
畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
整
備
し
た

基
幹
水
利
施
設
を
適
切
に
管
理
し
、安
定

的
な
か
ん
が
い
水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

■
基
盤
整
備
促
進
事
業
費

６
０
７
８
万
3
千
円

未
整
備
の
農
道
、水
路
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

■
県
営
土
地
改
良
事
業
費

３
８
０
４
万
7
千
円

県
営
シ
ラ
ス
対
策
事
業
な
ど
７
地
区
の

県
営
事
業
負
担
金
。

■
農
地
防
災
事
業
費６

３
９
７
万
8
千
円

農
道
整
備
お
よ
び
集
水
路
・
承
水
路
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
費

６
０
０
３
万
円

農
道
の
舗
装
工
事（
８
地
区
）を
行
い

ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
費（
市
単
独
分
）

安
心・安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

・ 

農
業
経
営
基
盤
の
強
化

・ 

生
産
流
通
体
制
の
強
化

・ 

茶
業
の
振
興

・ 

畜
産
業
の
振
興

・ 

林
業
の
振
興

■
農
業
人
材
育
成
事
業
費

４
８
８
５
万
９
千
円

農
業
後
継
者
育
成
確
保
奨
励
金
お
よ

び
青
年
就
農
給
付
金

を
給
付
し
、本
市
の
農

業
を
担
う
有
能
な
人

材
の
育
成
お
よ
び
確
保

に
努
め
ま
す
。

■
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
費（
野
菜
）

６
０
５
４
万
６
千
円

桜
島
の
降
灰
な
ど
に
よ
る
被
害
軽
減
・

防
止
施
設（
被
覆
施
設
：
ハ
ウ
ス
）の
整

備
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
か
ご
し
ま
園
芸
産
地
整
備
事
業
費

１
３
３
万
4
千
円

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、被
害
防
止
対
策
資
材（
電
気
柵

な
ど
）導
入
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
流
通
対
策
関
係
費３

４
６
４
万
9
千
円

茶
の
流
通
改
善
対
策
を
推
進
し
、流
通

拠
点
施
設（
仕
上
げ
加
工
施
設
）の
整
備

に
対
し
、補
助
を
行
い
ま
す
。

■
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策

事
業
費（
茶
業
）２

９
１
９
万
3
千
円

桜
島
の
降
灰
な
ど
に
よ
る
被
害
軽
減
・

防
止
施
設（
茶
生
葉
洗
浄
脱
水
機
お
よ

び
用
水
供
給
施
設
）の
整
備
に
補
助
を

行
い
ま
す
。

　

南
九
州
市
で
は
、「
自
然
豊
か
で 

創
造
と
活
力
に
満
ち 

く
ら
し
と

い
の
ち
が
輝
く 

“こ
こ
ろ
“や
す
ら
ぐ
ま
ち
」を
目
標
と
し
て
、南
九
州

市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り

の
基
本
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
７
つ
の
体
系
に
沿
っ
て
、

平
成
26
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

主
要
事
業

Ⅰ
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活
力
あ
る

人
と
物
が
動
く

新
た
な
産
業
づ
く
り

・ 

商
工
業
の
振
興

・ 

企
業
誘
致
の
推
進

・ 

観
光
の
振
興

■
商
工
総
務
費

３
０
１
８
万
9
千
円

商
工
業
振
興
の
た
め
、特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・

販
売
な
ど
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、商
工

会
イ
ベ
ン
ト
対
策
補
助
、商
工
振
興
利

子
補
給
補
助
お
よ
び
商
店
街
活
性
化

対
策（
空
き
店
舗
活
用
）に
対
す
る
補
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
川
辺
仏
壇
振
興
費

６
１
２
万
円

仏
壇
産
業
振
興
の
た
め
、工
芸
品
コ
ン

ク
ー
ル
や
販
路
拡
大
補
助
お
よ
び
後
継
者

育
成
の
た
め
の
資
金
貸
与
を
行
い
ま
す
。

■
観
光
振
興
費

４
０
３
９
万
3
千
円

全
国
小
京
都
会
議
な
ど
へ
の
参
加
や

姉
妹
・
交
流
都
市
と
の
交
流
を
推
進

し
、本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、あ
わ
せ
て
知
覧
ね
ぷ
た
祭
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
補
助
を
行
い
、個
性

と
特
色
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

人
と
物
の
交
流
を
促
進
す
る

社
会
基
盤
づ
く
り

・ 
道
路・交
通
体
系
の
整
備

・ 

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共

  

交
通
機
関
の
充
実

・ 

市
街
地
の
整
備

・ 

住
環
境
の
整
備

■
道
路
維
持
費２

億
７
４
６
２
万
7
千
円

市
道
お
よ
び
権
限
移
譲
に
よ
る
知
覧
管

内
の
国
・
県
道
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ

か
、市
道
の
局
部
的
な
改
良
・
舗
装
を
行

い
ま
す
。

■
公
共
用
地
取
得
業
務
事
業
費

４
５
１
５
万
3
千
円

南
薩
縦
貫
道（
知
覧
道
路
お
よ
び
霜
出

道
路
）の
用
地
取
得
を
受
託
し
、事
業
の

整
備
推
進
を
行
い
ま
す
。

■
市
道
単
独
整
備
事
業
費

３
億
１
７
３
８
万
1
千
円

春
向
谷
場
線
ほ
か
18
路
線
の
市
道
改

良
、路
盤
整
備
な
ど
を
行
い
、環
境
整
備

と
交
通
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

■
市
道
補
助
整
備
事
業
費

２
億
９
６
０
５
万
5
千
円

橋
梁
修
繕
測
量
設
計
業
務
委
託
、麓
荷

辛
路
線
ほ
か
７
路
線
の
市
道
改
良
、路

盤
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
交
通
対
策
事
業
費（
バ
ス
対
策

事
業
費
）

６
４
２
２
万
4
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
ひ
ま
わ
り
バ
ス
）や

地
域
間
幹
線
バ
ス
路
線
確
保
の
た
め
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

■
街
路
維
持
費

４
４
５
９
万
4
千
円

街
路
維
持
管
理
に
係
る
委
託
料
の
ほ

か
、麓
橋
塗
装
工
事
、平
和
公
園
線
歩

道
舗
装
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
移
住
定
住
促
進
対
策
事
業
費

３
９
１
４
万
3
千
円

移
住
定
住
を
促
進
し
、出
身
地
域
へ
の

回
帰
に
よ
る
自
治
会
活
性
化
に
資
す
る

た
め
の
住
宅
取
得
な
ど
へ
の
助
成
や
市

内
工
業
系
高
校
生
を
対
象
と
し
た
誘
致

企
業
へ
の
見
学
会
お
よ
び
婚
活
活
動
協

議
会
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
都
市
公
園
安
全
安
心
対
策
緊
急
総
合

支
援
事
業
費

３
９
５
０
万
円

諏
訪
運
動
公
園
の
受
変
電
設
備
を
更

新
し
ま
す
。

Ⅱ
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生
活
雑
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
に
係
る
経
費
を
助
成

し
ま
す
。

■
放
送
施
設
整
備
費３

４
３
１
万
1
千
円

自
治
会
内
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
放
送
設
備
整
備
に
対
す
る
助
成
を
行

い
ま
す
。

■
消
防
施
設
費１

億
５
９
５
８
万
1
千
円

災
害
発
生
時
に
備
え
、消
防
水
利
や
施

設
、資
機
材
な
ど
の
整
備（
大
丸
分
団

拠
点
施
設
新
築
、防
火
水
槽
新
設
、消

防
ポ
ン
プ
車
更
新
な
ど
）を
行
い
、消
防

体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
災
害
対
策
費２

億
２
７
３
４
万
4
千
円

災
害
対
策
に
要
す
る
会
議
、訓
練
、調

査
、警
戒
活
動
費
の
ほ
か
、既
存
の
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
保
守
、計
画
的

な
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

（
知
覧
地
区
の
施
設
整
備
を
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
で
実
施
）

の
ほ
か
、災
害
時
の

避
難
道
整
備
を
行

い
ま
す
。

て
を
支
援
し
ま
す
。

■
児
童
手
当
支
給
事
業
費

５
億
６
４
３
９
万
7
千
円

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
に
対
し
、児

童
手
当
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

■
出
生
祝
金
支
給
関
係
費１

０
５
０
万
円

子
ど
も
の
誕
生

を
お
祝
い
し
、子

育
て
を
支
援
し

ま
す
。（
第
２
子

に
５
万
円
、第
３

子
以
降
に
10
万
円
）

■
放
課
後
児
童
対
策
事
業
費

３
６
０
０
万
7
千
円

小
学
生
の
健
全
育
成
の
た
め
、児
童
ク

ラ
ブ
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
へ
助
成
を

行
い
ま
す
。

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
支
給
事
業
費

４
７
９
７
万
7
千
円

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
子
育
て
世
帯

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、対
象
児

童
１
人
に
つ
き
１
万
円
の
給
付
を
行
い

ま
す
。

対
象
児
童
：
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童（
た
だ
し
、

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お
よ
び
生

活
保
護
の
被
保
護
者
は
除
き
ま
す
）

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

・ 

環
境
保
全
対
策
の
推
進

・ 

生
活
環
境
の
向
上
お
よ
び
公
衆
衛

  

生
の
推
進

・ 

消
防・防
災
体
制
の
充
実

■
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
費１

２
０
２
万
円

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
に
対
す
る

助
成
を
行
い
ま
す
。（
１
kw
当
た
り
３
万

円
、上
限
額
12
万
円
）

■
不
快
害
虫
対
策
費

２
７
７
９
万
円

不
快
害
虫
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
の

駆
除
お
よ
び
蔓
延
防
止
、生
息
地
拡
大

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

■
地
方
改
善
施
設
整
備
事
業
費

１
５
９
２
万
3
千
円

地
区
内
の
排
水
路
の
整
備
を
行
い
、生
活

環
境
と
公
衆
衛
生
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

（
青
戸
上
地
区
、厚
地
山
ノ
尻
地
区
）

■
清
掃
総
務
費

６
億
３
０
５
万
8
千
円

指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合（
管
理
型
最

終
処
分
場
建
設
な
ど
）や
南
薩
地
区
衛

生
管
理
組
合（
汚
泥
再
生
処
理
施
設
な

ど
）へ
の
負
担
金
な
ど
。

■
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

９
７
９
４
万
9
千
円

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

健
康・福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

・ 

地
域
保
健・医
療
の
充
実

・ 

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化

・ 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・ 

地
域
福
祉
社
会
の
構
築

■
予
防
接
種
関
係
費７

５
９
３
万
8
千
円

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
に
Ｂ

Ｃ
Ｇ
、日
本
脳
炎
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
各
種
の
予
防
接
種
を
実
施
し
、公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
検
診
事
業
費（
各
種
が
ん
な
ど
検
診
費
）

５
０
５
９
万
9
千
円

胃
が
ん
、肺
が
ん
、大
腸
が
ん
、子
宮
が

ん
、乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
、疾
病
の
早

期
発
見
と
市
民
の
健
康
維
持
の
一
助
と

し
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

１
億
１
０
１
６
万
3
千
円

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

の
保
険
診
療
分
の
負
担

額
を
全
額
助
成
し
、疾

病
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
を
促
進
し
、子
育

Ⅳ
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■
安
心
こ
ど
も
基
金
総
合
対
策
事
業
費

１
２
６
７
万
7
千
円

私
立
保
育
所（
園
）で
実
施
さ
れ
る
一
時

預
か
り
や
保
育
所
地
域
活
動
事
業
な
ど

に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
保
育
対
策
等
促
進
事
業
費

６
３
２
１
万
6
千
円

延
長
保
育
を
実
施
す
る
私
立
保
育
所

（
園
）へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

　
事
業
費

３
２
３
６
万
3
千
円

保
育
士
の
人
材
確
保
対
策
の
一
環
と

し
て
、保
育
士
の
処
遇
改
善
に
取
り
組

む
私
立
保
育
所（
園
）へ
の
賃
金
補
助
を

行
い
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
関
係
費

２
３
９
５
万
9
千
円

母
子
の
健
康
保
持
を
図
る
た
め
、妊
婦

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。（
公
費
負

担
14
回
分
）

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費

２
０
０
万
円

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、特
定
不

妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
敬
老
事
業
費

２
１
５
７
万
6
千
円

高
齢
者
の
社
会
貢
献
へ

の
労
苦
を
労
い
、長
寿
を

祝
福
し
、祝
い
金
な
ど
を

贈
り
ま
す
。

■
は
り
、き
ゅ
う
等
施
術
料
助
成

　

事
業
費

２
０
９
４
万
1
千
円

は
り
、き
ゅ
う
な
ど
の
施
術
に
対
す
る
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
生
き
が
い
対
応
型

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

１
１
８
８
万
円

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

高
齢
者
に
日
常
生
活

活
動
や
趣
味
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
費

２
億
４
０
３
９
万
円

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
低
所
得
者

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、対
象
者

１
人
に
つ
き
１
万
円
の
給
付
を
行
い

ま
す
。

対
象
者
：
市
民
税（
均
等
割
）が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
者
で
生
活
保
護
制
度
の

被
保
護
者
で
な
い
者（
対
象
者
の
う
ち
、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害
者

手
当
な
ど
の
受
給
者
な
ど
に
５
千
円
の

加
算
措
置
あ
り
）

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
事
業
費

１
億
4
６
５
９
万
4
千
円

重
度
心
身
障
害
者
の
健
康
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、医
療
に
要
し
た
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
費

４
３
２
０
万
2
千
円

障
害
者
な
ど
が
地
域
で
の
自
立
し
た
生

活
を
営
め
る
よ
う
相
談
支
援
や
移
動
支

援
、創
作
的
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

■
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
費

９
億
３
０
９
５
万
6
千
円

障
害
者
な
ど
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
対
し
、支
援
を
行
い
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付
事
業
費

２
９
３
６
万
4
千
円

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
支
給
し

ま
す
。

■
自
立
支
援
医
療
費
給
付
事
業
費

３
０
５
２
万
2
千
円

身
体
障
害
者
の
更
生
に
必
要
な
医
療
費

や
補
装
具
の
給
付
事
業
を
行
い
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育
む

教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

・ 

学
校
教
育
の
充
実

・ 

社
会
教
育
の
充
実

・ 

生
涯
学
習
の
推
進

・ 

生
涯
体
育
の
推
進

・ 

図
書
館
運
営
の
充
実

・ 

地
域
文
化
の
振
興

・「
平
和
を
語
り
継
ぐ
都
市
」の
実
践

■
小
学
校
教
育
振
興
事
業
費

　
８
９
７
８
万
2
千
円

小
学
校
の
教
育
振
興
、

特
別
支
援
教
育
支
援

員
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
設
置
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
費

（
粟
ヶ
窪
小
学
校
）１

４
０
７
万
8
千
円

粟
ヶ
窪
小
学
校
校
舎（
築
56
年
経
過
）の

大
規
模
改
造
工
事
の
た
め
の
設
計
を
行

い
ま
す
。

■
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
費

（
浮
辺
小
学
校
）１

３
６
０
万
2
千
円

浮
辺
小
学
校
校
舎（
築
48
年
経
過
）の

大
規
模
改
造
工
事
の
た
め
の
設
計
を
行

い
ま
す
。

Ⅵ
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■
中
学
校
教
育
振
興
事
業
費

４
６
６
０
万
8
千
円

中
学
校
の
教
育
振
興
、特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
費

３
０
９
万
9
千
円

市
内
各
小
学
校
で
放
課
後
や
土
日
に
学

習
活
動
や
体
験
活
動
な
ど
を
実
施
し
、

放
課
後
や
週
末
の
子
ど
も
の
安
全
な
居

場
所
を
つ
く
り
ま
す
。

■
校
区・地
区
公
民
館
費

４
６
８
１
万
8
千
円

校
区
・
地
区
公
民
館
の
円
滑
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

■
社
会
体
育
推
進
費１

４
３
２
万
3
千
円

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、市
民
体
育
大
会
お
よ

び
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、社
会
体
育
施
設
の
整
備
と
円

滑
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
図
書
館
管
理
運
営
経
費

８
３
６
１
万
7
千
円

（
頴
娃
、知
覧
図
書
館
お
よ
び
川
辺
図

書
室
並
び
に
移
動
図
書
館
の
管
理
運
営

費
を
含
む
）

図
書
館（
室
）お
よ
び
移
動
図
書
館
の
円

滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事
業
費

３
３
３
２
万
3
千
円

伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
の
た
め
の
修

理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
費

１
５
６
８
万
9
千
円

「
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジfrom

知
覧
」ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、平
和

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

■
知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
費

１
億
７
３
８
万
1
千
円

音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
更
新
お
よ
び

誘
客
活
動
な
ど
の
ほ
か
、会
館
・
遺
品
・
戦せ
ん

跡せ
き

跡あ
と

地ち

・
石
燈
籠
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

■
世
界
記
憶
遺
産
推
進
費

２
８
７
０
万
2
千
円

特
攻
隊
員
が
書
き
残
し
た
遺
書
や
手

紙
を「
知
覧
か
ら
の
手
紙
」と
題
し
、世

界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、レ
プ
リ
カ
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、資
料
の
永
久
保
存
に
取
り
組

み
ま
す
。

協
働
と
自
立
に
よ
る
住
民
主
役

の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

・ 

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
充
実

・ 

開
か
れ
た
行
政
と
住
民
参
画
体

  

制
の
確
立

・ 

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

・ 

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

■
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

１
９
０
万
円

自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
や
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が
実

践
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
課
題
の
解

決
や
魅
力
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
自
治
会
関
係
費１

億
５
２
８
４
万
3
千
円

行
政
嘱
託
員
設
置
の
経
費
、自
治
会

集
会
施
設
な
ど
の
整
備
補
助
、自
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
奨
励
金
な
ど
に
よ
り

自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

■
共
生・協
働
地
域
社
会
づ
く
り

　

事
業
費

７
７
万
5
千
円

共
生
・
協
働
の
社
会
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、担
い
手
育
成
と
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

■
庁
舎
管
理
費２

億
４
６
８
２
万
8
千
円

知
覧
庁
舎
西
別
館
お
よ
び
川
辺
庁
舎

本
館
の
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
元
金
償
還
金２

１
億
１
２
５
１
万
6
千
円

■
利
子
償
還
金２

億
７
２
２
６
万
2
千
円

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
借

り
入
れ
た
市
債（
借
金
）の
返
済
を
行
い

ま
す
。

Ⅶ
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夢と希望を胸に 思い出のつまった学校にお別れ
～市立小・中学校卒業式～

市内の小・中学校卒業式が、３月 13 日に中学校、３月 24 日に小学校
で行われました。今年度は小学校 336 人、中学校 328 人の児童生徒が、
学校の先生や在校生、保護者、地域の方々など、たくさんの方に見送られ
て卒業していきました。

▲霜出市長は「新しい仲間達との活動を通じて、自分自身を高め、技術力･経営力を磨き、
魅力ある担い手となっていただくことを期待しています」と激励の言葉を送られました。

３月 19 日、市、南薩地域振興局、ＪＡ、農業委員
会など多数の関係者が出席され、南九州市農業青年ク
ラブ設立総会が開催されました。これまで旧町毎に活
動を続けてきた３つの青年クラブが、今回、一つのク
ラブとして総勢 69 人で立ち上げました。初代会長の
山下信一朗さんが「３地域の農業青年クラブが一つに
なったことは大変うれしく、期待も膨らみます。会の
発足を機に、さらなる農業・地域の発展を目指して頑
張っていきたいです」と力強い抱負を述べました。

３月15 日、市立星の子保育所で公立として最後の卒
園・修了式が行われました。16 人の卒園児一人一人に
卒園証書が渡され、みんな元気よく笑顔で受けとりまし
た。保護者の皆さんは子どもの成長に目を潤ませていま
した。星の子保育所は平成 13 年４月に開所、平成 25
年度までに 176 人（男児 98 人、女児 78 人）が卒園し
ました。

▼４月１日からは、社会福祉法人知覧中央福祉会が星の子保育園として運営を引き継
ぎます。南九州市農業青年クラブ設立総会

	 ～未来の農業を担う青年の会～

公  立保育所として最後の卒園・修了式	  ～南九州市立星の子保育所～

▲大丸小学校は、３人が卒業しました。涙ぐみながらもしっかりとお別れのことばを
伝える卒業生に、保護者は成長を感じて感動しているようでした。

▲青戸中学校は、36人が卒業しました。西村禎文校長から卒業生一人一人に卒業証
書が渡されました。

青戸中学校では、式辞で西村禎文校長が「皆さんは
卒業して自分で選んだ道に進んでいきます。これからは
何事もできる限りのことをやっていくということが重要で
す」と述べられました。また、卒業生を祝う会では、在
校生らから卒業生へお祝いのことばや歌が贈られました。

大丸小学校では、卒業生が６年間の思い出を俳句に
したためたり、将来の夢や心に残った行事を大きな声
で発表したりしていました。德丸一文校長は「多くの
仲間と夢などを語り合って学びの機会を作るようにして
いきましょう」と卒業生に式辞を述べられていました。
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松山小学校の６年生 20 人は、入学時に目的を持って
６年間継続して全員で活動しようと、ペットボトル、ア
ルミ缶、段ボールなどのリサイクル活動に取り組んでき

ました。活動益金が
30,632 円となり、小
型点字器 20 セット
を購入し、残金とと
もに市社会福祉協議
会に卒業前の３月19
日に寄付しました。

３月 29 日、頴娃町にある広域農道沿いのポケット
パークで、頴娃町内各団体の協力のもと、芝桜の植栽
が行われました。企画した永谷純治さんは「多くの方

の協力を得て、今回
の活動を行うことが
できた。自分の植え
た芝桜に愛着を持っ
てもらい、 気 にか
けてもらえたら嬉し
い」と話しました。

市社会福祉協議会に子ども用車イス３台が贈呈さ
れました。これは鹿児島県グラウンド・ゴルフ協会か
ら送られたもので、川辺グラウンドゴルフ協会主催

の大会で、ホール
インワンした競技者
が 100 円以上の寄
付をし、基金として
積み立てたものを
活用するものです。

３月 28 日、南九州市頴娃町鰻種苗採捕組合が親
ウナギの放流を行いました。年々減少しているシラス
ウナギ資源が少しでも回復するよう計画され、濵田

茂久組合長がウナ
ギ放流の意義を説
明した後、参加し
た子どもたちが大
切に放流していま
した。

３月 21 日、南九州市特産品協会（会長：梅木康博）
は、創設初の試みとして、道の駅川辺やすらぎの郷
で「春のうんまかもん市」を開催しました。協会員

が持ち寄った自慢
の特産品販売のほ
か、趣向をこらした
催しに買い物客だ
けでなく子どもたち
も大いに楽しんだ１
日となりました。

３月１日から７日にかけて実施されました平成 26
年春季全国火災予防運動期間中に、頴娃地域の宮
脇・九玉両少年消防クラブによる火災予防広報が行

われました。 両ク
ラブの 子どもたち
は、地域内を救急
車や消防車に乗っ
て、元気よく朗らか
に火災予防を呼び
かけていました。

▲神殿小ホタル太鼓の演奏を皮切りに、はしご
車の体験乗車、お楽しみ大抽選会なども行
われ、たくさんの来場者でにぎわいました。

▲青戸保育所の園児約10人が無事に地元の川
で育って欲しいとウナギを川に放流しました。

▲子ども用の車いすは、今まで所有がなく、一
時的な児童の使用、ボランティア体験などに
利用します。

▲皆さん一つ一つ思いを込めて約 200 本の芝
桜を植えていました。来年の春には見頃を迎
えそうです。

▲６年生は「４年生で点字の授業もあるし、点
字教室講座もあると聞いたので、いろいろな
人に活用して欲しい」と話してくれました。

「春のうまかもん市」開催	 　～南九州市特産品協会 初の試み～

少年消防クラブによる火災予防広報	 ～宮脇・九玉少年消防クラブ～

リサイクル活動で点字器を寄付	 ～松山小 6年生が市社会福祉協議会へ～

親ウナギの放流で資源回復を	 ～南九州市頴娃町鰻種苗採捕組合～

子ども用車イスの寄贈
	 ～鹿児島県グラウンド・ゴルフ協会～

ポケットパークに芝桜を	 ～頴娃町各団体が協力～

▲九玉少年消防クラブの子どもたちによる火災
予防広報の様子。
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石窪サチさん（頴娃町御領）が 100 歳を迎えられ
ました。石窪さんが生活している、しせいそう有料
老人ホームを霜出市長が訪問し、ご家族、施設利用

者らと長寿をお祝
いしました。 施 設
利用者から歌のプ
レゼントを受けた
石窪さんは、元気
な声でお礼のあい
さつをされました。

３月８日、富屋旅館において平成 26 年南九州市自
衛隊新入隊員壮行激励会が行われました。激励会に
は霜出市長、鹿児島地方協力本部内野本部長や各地

区父兄会の皆さんが
出席し激励と期待の
言葉を贈りました。
新入隊員は、期待と
不安を胸に自衛隊員
としての気持ちを新
たにしていました。

海岸愛護に尽力した団体などをたたえる県知事表
彰の伝達式が３月 10 日南九州市役所で行われ、大
川自治公民館が表彰されました。30 年前から清掃

活動を実施してき
た米満孝二大川自
治公民館長は「今
後もきれいな海岸
を維持できる様に
頑張りたい」と抱
負を語りました。

３月 25 日、県庁で鹿児島県農業功労者表彰の授賞
式が行われました。受賞した大渡さんは、南薩地域の
酪農ヘルパー組合を設立し、組合長として酪農経営に

ゆとりをもたらしま
した。このような酪
農振興への多大な
貢献が認められ、
今回の表彰となりま
した。大渡さんも大
変喜んでいました。

土砂災害防止月間に募集した絵画・作文の県知事表
彰優秀賞の伝達式が３月３日青戸小学校で行われ、別
府大也くんが「絵画・小学生の部」で表彰されました。

清川南薩地域振興
局河川港湾課長が表
彰状と副賞を贈呈。
別府くんは「絵を描
くのは苦労したが、
頑張った甲斐があっ
た」と喜びました。

３月 26 日、南薩地区税務関係団体長連絡会（本
坊松美会長）が「消費税完納推進宣言式」を行いま
した。これは４月から消費税が８％になることをきっか

けに行われ、「広く
地域の方々にも期限
内納付の大切さを
呼びかけます」と宣
言。式のあとは、市
に、広報旗設置のお
願いをされました。

▲清川課長が「今回の受賞で児童や家族らが
防災に関心を持ち、理解を深める良い機会
になることを願います」と言葉を掛けました。

▲大渡さん（前列右）は、昭和 35年から酪農
経営を開始し、地元高田酪農組合のリーダー
として長年にわたり活躍しています。

▲米満館長 (写真中央 )に、森南薩地域振興
局長 (写真右 )が表彰状を贈呈しました。

▲今年は防大１人、海上１人、陸上２人の計４
人の方が入学・入隊されます。

▲娘さんたちに囲まれて。石窪さんの長生き
の秘訣は、無理せず自然に生きることだそ
うです。

土砂災害防止に関する絵画 表彰
	   ～青戸小学校４年　別府 大也くん～

期限内納付の大切さを呼びかけます
～消費税完納推進宣言式～

百歳おめでとうございます	 ～石窪 サチさん (大正３年２月23日生 )～

鹿児島県農業功労者賞 受賞
			 ～大渡 高司さん（川辺地域）～

海岸愛護表彰 伝達式
～大川自治公民館（頴娃地域）〜

未来へはばたけ 新入隊員！
	 ～南九州市自衛隊新入隊員壮行激励会～

▲代表で知覧間税会大坪憲市会長が「消費税
完納推進」宣言を読みあげ、知覧税務署中
園直樹署長に渡しました。
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（総)…総務部、（市)…市民福祉部、（農)…農林水産部、                              （建)…建設部、（教)…教育部、（頴)…頴娃支所、（知)…知覧支所、（川)…川辺支所、（頴分)…頴娃分室、（知分)…知覧分室

　　新　 任	 氏　 名	 旧　 任

◎退職［3月31日付］

小園　和幸 教育部長兼教育総務課長
竹元　律子 松山小学校学校主事
大隣　愛子 神殿小学校学校主事
福田　早苗 川辺小学校学校主事
大隣　マサ子 （知）市民課事務員
山道　郁代 知覧小学校学校主事
小濵　義智 （教）社会教育課長兼中央公民館長
田淵　修 （教）学校教育課学校教育係長
鎌田　秀三 （教）社会教育課社会教育係長

川野　たみ子 （知）福祉課介護高齢者係長
折田　盛彦 市民福祉部長兼市民生活課長
溝口　信弘 指宿南九州消防組合川辺分遣所長
砂走　明美 （知）福祉課主任主査
田中　泉 農林水産部長兼茶業課長
野村　一夫 （川）建設水道課道路管理技師
小原　弘子 （頴）福祉課主任主査
南田　美由紀 （市）福祉課主任主査  星の子保育所
有薗　満代 （教）社会教育課文化振興係長
坂口　光幸 （頴分）教育振興課長

組織機構が再編されました！
【 新設 】

【 民間移管 】

新規職員7人 〜市民の皆様にひとこと〜 （紹介は順不同）

総務部  知覧特攻平和会館  平和推進係 ⇒
総務部　知覧特攻平和会館　管理係
  　〃　  世界記憶遺産推進室  世界記憶遺産推進係

建設部　水道課　工務係
⇒ 建設部　水道課　工務係

　〃　　　〃　　下水道係

市民福祉部　収納対策課　私債権管理収納係

市民福祉部　福祉課　星の子保育所

（頴分）会計課会計係長 新原　伸一 （市）福祉課社会福祉係長
議会事務局庶務係長 菊永　隆信 学校給食センター管理係長
監査委員事務局監査係長 新原　厚男 川辺図書室管理係長

（知分）農業委員会事務局農政農地係長 上野　誠 （頴分）会計課会計係長
（教）学校教育課学校教育係長 山﨑　幸一 （教）学校教育課学校教育指導主事
（教）学校教育課学校教育指導主事 床並　伸治 大崎町教育委員会管理課
（教）社会教育課社会教育係長 東　浩二 十島村立宝島中小宝島分校教頭
（教）社会教育課文化振興係長 中村　英樹 監査委員事務局監査係長
（教）文化財課文化財係長 東垂水　忠二 （知）農林水産課耕地林務係長
頴娃図書館管理係長 上村　孝治 学校給食センター業務係長
川辺図書室管理係長 溝口　いづみ （市）福祉課星の子保育所長兼第１児童館長
学校給食センター管理係長 塗木　芳浩 （知分）教育振興課保健体育係長
学校給食センター業務係長 浮邉　明人 頴娃図書館管理係長

（知分）教育振興課保健体育係長 上野　浩人 （市）市民生活課環境保全係長
指宿南九州消防組合派遣 平木塲　幸 宮城県気仙沼市派遣
南薩介護保険事務組合派遣 松久保　正和 （市）福祉課介護保険係長

田代　恵里子（市民福祉部　健康増進課　保険係）
　市民の皆様のことを第一に考え、より多くの方々のお
役に立てるよう、精一杯頑張ります。

日高　靖太郎（教育部　学校教育課　学務係）
　市民の皆様の暮らしをしっかりと支えられるよう頑張
ります。これからよろしくお願いします。

薗田　知代（頴娃分室　教育振興課　社会教育係）
　１つ１つのことを大切に、日々頑張ります。よろしくお
願いします。

屋田　真優（市民福祉部　税務課　固定資産税係）
　市民の皆様のために、毎日笑顔で一生懸命頑張ってい
きたいと思いますのでよろしくお願いします。

末廣　拓馬（建設部　建設課　土木係）
　市民の方にとって安心し住みよい町づくりのため、精
一杯頑張ります。よろしくお願いします。

尾 　一康（知覧支所　市民課　税務係）
　市民の皆様とより良い関係を築くことができるよう一
生懸命頑張りますので、どうぞよろしくお願いします。

南谷　礼美（市民福祉部　税務課　市民税係）
　１日も早く仕事を覚え、市民の皆様のお役に立てるよ
う努力しますので、よろしくお願いします。
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（総)…総務部、（市)…市民福祉部、（農)…農林水産部、                              （建)…建設部、（教)…教育部、（頴)…頴娃支所、（知)…知覧支所、（川)…川辺支所、（頴分)…頴娃分室、（知分)…知覧分室

平成 26 年度

◎異動［4月１日付、係長級以上］

市 役 所 の  人 事 異 動

　　新　 任	 氏　 名	 旧　 任

【部長級】
市民福祉部長兼市民生活課長 東　篤 （市）税務課長兼収納対策課長
農林水産部長兼総合営農課長 福留　保 農業委員会事務局長
頴娃支所長兼地域振興課長兼市民課長 松窪　義高 頴娃支所長兼地域振興課長
知覧支所長兼市民課長兼福祉課長 西野　栄一郎 知覧支所長兼市民課長
川辺支所長兼地域振興課長兼建設水道課長 神薗　誠 川辺支所長兼地域振興課長
教育部長兼教育総務課長 堂園　政利 （市）福祉課長

【課長級】
（総）知覧特攻平和会館長兼世界記憶遺産推進室長 菊永　克幸 （総）知覧特攻平和会館長
（市）税務課長兼収納対策課長 久松　広充 （教）文化財課長兼 ( 知分 ) 教育振興課長
（市）福祉課長 山脇　勝次 知覧支所次長兼福祉課長
（農）茶業課長兼流通対策係長 大坪　力 （農）茶業課流通対策係長
頴娃支所次長兼福祉課長 新原　誠 （頴）福祉課長
知覧支所次長兼農林水産課長 芝原　和己 （知）農林水産課長
農業委員会事務局長 鶴留　孝一 （農）総合営農課長

（教）社会教育課長兼中央公民館長 吉松　健二 薩摩川内市立入来中学校校長
（教）文化財課長兼（知分）教育振興課長 日置　健作 （川）建設水道課長
（頴分）教育振興課長 川畑　雅樹 頴娃支所次長兼市民課長

【係長級】
（総）総務課総務人事係長 有水　志郎 （総）総務課行政係長
（総）総務課行政係長 上村　勇一 （市）福祉課障害福祉係長
（総）総務課交通防災係長 坂口　耕作 （川）地域振興課交通防災係長
（総）財政課管財係長 加覧　喜次 （川）地域振興課総務係長
（総）財政課財産管理係長 中尾　浩二 （建）建築住宅課学校営繕係長
（総）世界記憶遺産推進室世界記憶遺産推進係長兼知覧特攻平和会館管理係長 桑代　睦雄 （総）知覧特攻平和会館平和推進係長
（市）市民生活課環境保全係長 折尾　武志 （知）農林水産課畜産係長
（市）健康増進課頴娃健康推進係長 飯伏　譲二 （総）財政課財産管理係長
（市）収納対策課私債権管理収納係長 橋口　和久 （総）財政課管財係長
（市）福祉課介護保険係長 東　成功 （総）総務課総務人事係長
（市）福祉課地域包括支援センター管理係長 下村　和子 （知）福祉課地域包括支援センター管理係長
（市）福祉課社会福祉係長 朝隈　克博 議会事務局庶務係長
（市）福祉課児童福祉係長兼第１児童館長 柞木　浩幸 （市）福祉課児童福祉係長
（市）福祉課障害福祉係長 平山　憲二 （総）総務課交通防災係長
（農）耕地課耕地係長 江平　恒博 （建）水道課工務係長
（建）都市計画課都市計画係長 田代　健一 （農）耕地課耕地係長
（建）建築住宅課学校営繕係長 下野　浩巳 （川）建設水道課工務係長
（建）水道課工務係長 若松　仁司 （建）水道課下水道係長
（頴）市民課生活環境係長 櫛下町　浩二 （知分）農業委員会事務局農政農地係長
（知）福祉課介護高齢者係長 藏前　浩和 （知）農林水産課生産流通指導係長
（知）福祉課地域包括支援センター管理係長 内村　ひとみ （市）福祉課地域包括支援センター管理係長
（知）農林水産課生産流通指導係長 田原　一豊 （市）健康増進課頴娃健康推進係長
（知）農林水産課耕地林務係長 吉原　孝一 指宿広域市町村圏組合派遣
（知）農林水産課畜産係長 下之門　松生 （頴）市民課生活環境係長
（川）地域振興課総務係長 川原　三健 （川）農林水産課耕地林務係長
（川）地域振興課交通防災係長 桐木平　順一 南薩介護保険事務組合派遣
（川）農林水産課耕地林務係長 中野　俊裕 （建）都市計画課都市計画係長
（川）建設水道課工務係長 瀬戸口　和宏 （教）文化財課文化財係長
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催　

し

「
道
の
駅
」川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷 

  
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷
で
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。ま
た
、６
日
に
は
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
期
間
＝
５
月
３
日（
土
）～
６
日（
火
）

	

（
４
日
間
）

■
内
容
＝
大
抽
選
会
／
先
着
プ
レ
ゼ
ン

ト
／
地
域
農
産
物
・
特
産
品
特
売
／

日
替
わ
り
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
／
商

工
会
テ
ナ
ン
ト　
な
ど

※
詳
し
く
は
、４
月
末
の
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
な
ど
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
］「
道
の
駅
」川
辺
や
す
ら
ぎ
の
郷

　
　
☎
０
９
９
３-

58-

３
１
３
１

南
九
州
市
戦
没
者
追
悼
式

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
13
日（
火
）午
前
10
時
～

■
場
所
＝
知
覧
文
化
会
館

［
問
］
川▢
福
祉
課  

社
会
福
祉
係

ばんどころ 絶景祭り2014
　本年も「ばんどころ絶
景祭り」が開催されます！
音楽にマルシェ、ワーク
ショップやウォーキング
などで盛りだくさんのイ
ベントです。潮風も心地
よい海辺の公園で大満
足な休日をお楽しみくだ
さい！

■ 日　時＝５月18日（日）　午前10時～午後５時
■ 場　所＝番所鼻自然公園アコウの広場　
	 ※小雨決行・荒天中止
■ 駐車場＝公園および別府小学校。シャトルバスも運行

■ イベント＝
①こっそいマルシェ

　ランチ、お菓子、野菜、お茶、雑貨、マッサージ、書道＆占
いなどの地元ショップが大集合！
②絶景コンサート（視聴無料）　正午～午後４時30分

　地元の実力派ジャズバンドなどによる開聞岳をバックに
した生演奏が楽しめます。
③頴娃シーホーウォーク体験
　　公園内アコウの広場　午前10時15分集合

　番所鼻～釜蓋神社間の海岸自然散策路「頴娃シーホー
ウォーク」が誕生。ガイドと一緒にこのコースを歩きます。
行きは海岸線（2.5㌔／1.5時間）。帰りは畑の道（同／40
分）。帰りはボンネットバスで戻ることも可能です。
※参加費＝200円（資料・保険料、幼児以下無料、当日徴

収）　事前申し込み不要
④ボンネットバスに乗ろう！乗車無料

　番所鼻～別府小学校～釜蓋神社間に今年も懐かしのボ
ンネットバスが走ります。
⑤さまざまな体験・ワークショップコーナー

　番所鼻・海の池でのイカダ体験、近くの海岸や森の中を
巡るネイチャーウォークをはじめ、さまざまな体験・ワーク
ショップコーナーも開設されます。

【お問い合わせ】
NPO法人頴娃おこそ会事務局(いせえび荘内)

☎0993-38-0160

ユネスコ世界記憶遺産『特別企画展』
と市民への施設『無料開放』

～知覧特攻平和会館・ミュージアム知覧～

＜特別企画展について＞
　２月にユネスコへ登録申請しました「知覧からの手
紙（知覧特攻遺書）」と特攻隊員「久野正信中佐」の特
別企画展を開催しています。

■ 期　　間＝６月30日（月）まで　※休館日なし
■ 開館時間＝午前９時～午後５時
	 （入館は午後４時30分まで）
■ 場　　所＝ミュージアム知覧
	 （知覧特攻平和会館となり）
■ 観  覧  料＝知覧特攻平和会館の単独券
	 （大人500円・小人300円）

＜南九州市民無料開放について＞
5月12日（月）～6月30日（月）の期間中、南九州市民
は無料で知覧特攻平和会館とミュージアム知覧の
両館を観覧できます。入館の際は、住所を確認でき
るもの（免許証、保険証など）を提示ください。

【お問い合わせ】
知覧特攻平和会館　☎ 0993-83-2525
ミュージアム知覧　☎ 0993-83-4433

ぜひ、お越し
ください
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参
加
な
ど
を
計
画
中
で
す
。ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■
年
会
費
＝
個
人
：
１
千
円

　
　
　
　
　
団
体
：
３
千
円

■
申
込
方
法
＝
当
協
会
へ
申
込
書
と
会

費
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、口

座
振
込
も
可
能
で
す
。 

詳
し
く
は
、

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問・申
］事
務
局
：
知▢
企
画
課  

企
画
係

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
異
文
化
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

　

市
で
は
、県

青
少
年
国
際
協

力
体
験
事
業
へ

の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

国
際
協
力
に

興
味
の
あ
る

中
・
高
校
生
の

皆
さ
ん
、ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
派
遣
国
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国（
予
定
）

■
期
間
＝
７
月
20
日（
日
）～
27
日（
日
）

〔
７
泊
８
日
〕（
期
間
に
つ
い
て
は
変

更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
内
容
＝
⑴
青
年
海
外
協
力
隊
員
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
現
場
視
察
／
⑵
学
校
訪

問
／
⑶
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
お
よ
び
現
地

住
民
と
の
交
流
会
／
⑷
そ
の
他
文
化

理
解
に
資
す
る
施
設
の
見
学
な
ど

■
参
加
資
格
＝

◎
市
在
住
の
中・高
校
生
で
、平
成
26
年

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
20
歳
未

満
で
あ
る
方

◎
参
加
す
る
こ
と
に
保
護
者
、学
校
長

の
承
諾
が
あ
る
方　
な
ど

■
募
集
人
員
＝
２
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、面
接
な
ど
実
施
）

■
費
用
＝
15
万
円
程
度（
そ
の
う
ち
市

が
半
額
程
度
助
成
）

■
申
込
方
法
＝
５
月
８
日（
木
）ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

［
問・申
］
川▢
社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を
希
望

さ
れ
る
戦
没
者
の
遺
族
の
方
は
、福
祉

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

開
催
日
＝
８
月
15
日（
金
）

　
※
前
日
か
ら
団
体
行
動

■�

場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代

田
区
）

■�

対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び

三
親
等
内
の
遺
族
・一
般
戦
災
死
没

者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
遺

族（
ど
ち
ら
も
過
去
に
参
列
し
て
い

な
い
方
を
優
先
）

■�

申
込
期
間
＝
５
月
１
日（
木
）～

　
30
日（
金
）

［
問・申
］
川▢
福
祉
課  

社
会
福
祉
係

　
　
　

  

頴▢
・
知▢
福
祉
課  

福
祉
係

韓
国
語
講
座（
中
級
）参
加
者
・

国
際
交
流
協
会
会
員　
募
集
！

　

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、昨

年
度
に
引
き
続
き
、韓
国
出
身
の
鹿
児

島
大
学
留
学
生
を
講
師
と
し
て
、５
月

か
ら
９
月
ま
で
韓
国
語
講
座（
中
級
）を

行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
講
座
を
引
き
継
い
で
行
い

ま
す
の
で
、ハ
ン
グ
ル（
文
字
）の
読
み

書
き
や
簡
単
な
会
話
な
ど
が
で
き
る
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時
＝
５
～
９
月（
月
２
回
、全
10
回
）

　
土
曜
日
の
午
後
２
時
30
分
～
４
時

（
原
則
第
２
・４
土
曜
日
、講
師
や
会
場

の
都
合
で
変
更
に
な
る
可
能
性
あ
り
）

■
場
所
＝
南
九
州
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
館

■
参
加
料
＝
会
員
：
３
千
円

　
　
　
　
　

 

一
般
：
４
千
円

■
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
＝
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、５
月
８
日（
木
）ま
で
に
事
務
局

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
会
員

随
時
募
集
中

本
協
会
は
発
足
か
ら
５
年
目
を
迎

え
、今
年
度
も
各
種
講
座
（
外
国
語・
外

国
料
理
）や
韓
国
交
流
、イ
ベ
ン
ト
へ
の

募　

集

農
産
加
工
技
術
研
修
会

　
農
産
加
工
技
術
の
向
上
と
正
し
い
加

工
機
械
の
利
用
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、農
産
加
工
技
術
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

農
産
加
工
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時・内
容
＝

■
開
催
場
所
＝
川
辺
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー

■
費
用
＝
実
費（
材
料
費
を
参
加
者
で

均
等
負
担
）

■
申
込
方
法
：
川
辺
支
所
農
林
水
産
課

農
政
係
ま
で
お
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。※
先
着
順
。

■
申
込
締
切
＝
５
月
９
日（
金
）

［
問・申
］
川▢
農
林
水
産
課  

農
政
係

昨
年
の
体
験
事
業
の
様
子

（
ベ
ト
ナ
ム
）

開 催 日 時 研 修 内 容 定 員

５月14日（水）
午後

めんつゆ ６人

５月21日（水） めんつゆ ６人

10月15日（水）
  〃  16日（木） 午前

みそ、蒸し物
※２日とも参加
　できる方のみ

10人

11月19日（水） そば打ち 10人
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お
知
ら
せ

新
設
！
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

で
、人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
さ
れ
た

方
に
対
し
、補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、受
診

予
定
日
か
ら
２
週
間
程
度
前
ま
で
に
各

支
所
保
険
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

■
対
象
者
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方

①
同
一
年
度
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
に
係
る
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
補
助
金
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

③
検
査
結
果
の
情
報
提
供
に
同
意
し
て

い
た
だ
け
る
方

④
市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し

た
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
す
る
方

■
補
助
金
額
＝

・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク
…

２
万
５
千
円
以
内

・  

脳
ド
ッ
ク
…
１
万
５
千
円
以
内

■
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
被
保
険
者
証
、

印
か
ん
、受
診
者
名
義
の
預
金
通
帳

［
問
］
川▢
健
康
増
進
課  

保
険
係

　

    

頴▢
・
知▢
市
民
課  

保
険
係

軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除
申
請

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
や
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す

る
軽
自
動
車
な
ど
を
対
象
に
、申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
免
除
さ

れ
ま
す
。た
だ
し
、障
害
者
１
人
に
つ
き

１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。自
動
車
税
と
軽

自
動
車
税
の
両
方
で
免
除
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18

歳
未
満
の
方
、療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
、生
計
を
一
に
す
る
方
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

■
受
付
期
限
＝
５
月
26
日（
月
）

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
平
成
26
年
度
の
免

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
障
害
者
手

帳
、運
転
免
許
証
、車
検
証
、印
か
ん

※
各
支
所
で
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。な
お
、平
成
25
年
度
に
軽
自
動
車

税
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
は
、申

請
内
容
に
変
更
の
な
い
限
り
毎
年
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

納
税
通
知
書
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
障
害
の
等
級
に
よ
り
、免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

［
問
］
川▢
税
務
課  

市
民
税
係

　
　

頴▢
・
知▢
市
民
課  

税
務
係

市
温
泉
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の

取
り
扱
い（
変
更
）

　
市
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
祝
日

と
重
な
っ
た
と
き
は
、そ
の
日
は
開
館

し
、翌
日
以
降
の
最
初
の
平
日
が
休
館

日
に
な
り
ま
す
。

　

休
館
日
に
つ
い
て
は
、各
施
設
に
掲

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
通
常
の
休
館
日
＝

・え
い
中
央
温
泉
…
第
２・４
月
曜
日

・
え
い
別
府
温
泉
セ
ン
タ
ー
…
第
１
・３

月
曜
日

・知
覧
温
泉
セ
ン
タ
ー
…
第
２・４
月
曜
日

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
川
辺

…
第
２・４
水
曜
日

［
問
］
川▢
福
祉
課  

社
会
福
祉
係

　
　

頴▢
・
知▢
福
祉
課  

福
祉
係

介
護
保
険
二
次
予
防
対
象
者
把

握
事
業
の
調
査
実
施

　

二
次
予
防
対
象
者
把
握
事
業
は
65

歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
を
対
象
に
今
の
状
態
を
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
よ
り
調
査
し
ま
す
。そ
の

結
果
、身
体
的
お
よ
び
認
知
面
で
の
低

下
が
見
ら
れ
る
方
へ
は
、今
以
上
の
低

下
を
予
防
す
る
た
め
運
動
や
口
腔
、栄

養
な
ど
の
予
防
教
室
な
ど
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
平
成
25
年
度
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
実
施
し
た
方
は
対
象
外
で
す
。

■
調
査
方
法
＝
４
月
25
日
に
各
対
象
者

へ
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、記
入
後
、同
封
の
返
信
用

封
筒
で
期
日
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。

■
返
信
期
日
＝
５
月
23
日(

金)

［
問
］
川▢
福
祉
課  

介
護
保
険
係

　
　

頴▢
・
知▢
福
祉
課  

介
護
高
齢
者
係

「
車
い
す
」を
提
供
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か

　
使
用
で
き
る
車
い
す
を
お
持
ち
の
方

で
、今
後
使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
車

い
す
が
あ
り
ま
し
た
ら
、市
に
提
供
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。市
職

員
が
引
き
取
り
に
伺
い
ま
す
。事
前
に

福
祉
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川▢
福
祉
課  

介
護
保
険
係

　
　

頴▢
・
知▢
福
祉
課  

介
護
高
齢
者
係
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農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
電
気
柵
等
設
置
経
費
助
成

　

市
で
は
、イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、電
気
柵

な
ど
の
設
置
経
費
に
対
し
て
助
成
を
行

い
ま
す
。

■
要
件
＝

・市
内
に
住
所
を
有
し
、農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方
で
、販
売
目
的
で
あ
る
こ
と

・
電
気
柵
な
ど
を
設
置
す
る
農
地
が
お

お
む
ね
10
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

・
電
気
柵
な
ど
の
設
置
は
新
た
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
り
、購
入
後
の
申
請

は
不
可

・市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
経
費
＝
電
気
柵
等
資
材
費

■
補
助
率
＝
経
費
の
３
分
の
１
以
内

　
　
　
　
（
補
助
限
度
額
３
万
円
以
内
）

※
同
一
年
度
に
お
け
る
申
請
は
１
回
限

り
で
す
。

［
問
］
頴▢
総
合
営
農
課  

生
産
流
通
指
導
係

知▢
・
川▢
農
林
水
産
課  

生
産
流
通
指
導
係

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
出
が
必
要
で
す

　

次
の
要
件
を
満
た
す
土
地
取
引
で

あ
る
場
合
、契
約（
予
約
を
含
む
）を
締

結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

（
契
約
締
結
日
を
含
む
）に
土
地
の
所

在
す
る
役
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者（
買
主
な
ど
）

■
取
引
の
形
態
＝
売
買
／
交
換
／
営
業

移
譲
／
譲
渡
担
保
／
代
物
弁
済
／
共

有
持
分
の
譲
渡
／
地
上
権
・
賃
借
権

の
設
定
・
譲
渡
／
予
約
完
結
権
な
ど

の
譲
渡
／
信
託
受
益
権
の
譲
渡

※
こ
れ
ら
の
契
約
の
予
約
で
あ
る
場
合

も
届
出
が
必
要
で
す
。

■
取
引
の
規
模（
面
積
要
件
）＝

◯
都
市
計
画
区
域　
５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

※（
い
＋
ろ
＋
は
＋
に
）の
面
積
が
面
積
要

件
を
超
え
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

■
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届

出
書
、位
置
図（
縮
尺
５
万
分
の
１

以
上
の
地
形
図
）、周
辺
状
況
図（
縮

尺
５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な

ど
）、地
籍
図
、契
約
書
の
写
し
な
ど

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、偽
り
の
届
出

を
す
る
と
、６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
届・問
］
知▢
企
画
課  

企
画
係

相
　
談

特
設
人
権
相
談
所

　
特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内（
結
婚
、

夫
婦
、親
子
、離
婚
、相
続
）や
隣
近
所
の

も
め
ご
と
な
ど
、日
常
生
活
全
般
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、人
権
擁
護
委
員
が

相
談
を
受
け
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
13
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■�

場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

［
問
］鹿
児
島
地
方
法
務
局  

知
覧
支
局

　
　
☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

交
通
事
故・財
産
管
理

無
料
相
談
会

　
電
話
に
て
予
約
。予
約
者
優
先
。

■
日
時
＝
５
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

■�

場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ひ
ま
わ
り
館

■�

相
談
内
容
＝
交
通
事
故
被
害
者
の
お

悩
み
事
全
般
、個
人
財
産
に
関
す
る

こ
と

［
問
］Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
個
人
財
産
管
理
協
会

　
　
南
薩
連
絡
所（
担
当・宮
園
）

　
　
☎
０
９
９
３-

53-

５
０
２
８

投票日	 ４月 27日（日）
投票時間	午前 7時～午後 6時
	 （新牧公民館は午後 5時まで）
≪期日前投票≫
　投票日に、仕事や旅行、レジャーなどの予
定がある方は、期日前投票ができます。

【投票期間】	 ４月 16（水）～ 26日（土）
	 午前 8時 30分～午後 8時
【投票場所】	 頴娃庁舎の期日前投票所
■ 投票できる方
平成６年４月 28 日までに生まれた方で、
今年１月 14日以前から引き続き南九州市
の頴娃地域（鹿児島県第２区）での住所に
て選挙人名簿に登載されている方です。
詳しくは　南九州市選挙管理委員会事務局
（☎ 0993-83-2511）までお問い合わせく
ださい。

衆議院鹿児島県第２区
選出議員補欠選挙
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指
宿
医
療
セ
ン
タ
ー

産
婦
人
科
医
２
人
体
制
へ（
１
人
増
員
）

　
指
宿
市
に
あ
る
国
立
病
院
機
構
指
宿

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、４
月
か
ら
九
州
大

学
病
院
よ
り
産
婦
人
科
医
１
人
の
派
遣

を
受
け
、産
婦
人
科
医
２
人
体
制
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
指
宿
市
が
九
州
大
学
に
寄
付

講
座
と
し
て「
地
域
医
療
学
講
座
」を
開

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、九
州
大
学
が
平

成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
３
年
間

指
宿
医
療
セ
ン
タ
ー
に
産
婦
人
科
医
を

１
人
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３月３日、指宿市役所で指宿医療センター、
九州大学、指宿市、南九州市において「地域
医療学講座」の開設式が行われました。

予防接種は、医療機関に予約をしてから母子手帳を持参して接種してください。
※平成 26 年 4 月 1 日から南九州市外の医療機関において治療をしている方や、係りつけの医療機関が南九州市外

の方はそちらで接種することができるようになりました。

保健センターからHib、小児用肺炎球菌、四種混合、BCGの予診票が届きます。

保健センターからHib、小児用肺炎球菌、四種混合と、MRの予診票が届きます。

●２カ月になったらヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンの接種開始です。
　初回の３回を接種期間を守りながら確実に接種しましょう！
　※１回目の接種月齢でその後の接種回数が制限されますので注意してください！

●３カ月になったら四種混合ワクチンの接種開始です。
　１期初回の３回を接種期間を守りながら早めに接種しましょう！

●５カ月～８カ月の間にBCG（結核）ワクチンの接種をしましょう。

２カ月

３カ月

５カ月

１歳

３歳

４歳

６歳

９歳

11歳

12歳

●１歳～２歳の間に麻しん・風しん（MR）ワクチンの接種をしましょう。

●ヒブワクチンの追加接種は、初回接種の終了後、７カ月以上の間隔で！
　小児用肺炎球菌ワクチンの追加接種は、初回接種の終了後、60日以上の間隔で接種しましょう！

●四種混合ワクチンの１期追加接種は、１期初回の３回目の接種が終了後、12カ月経過後
18カ月までの期間に接種しましょう。

　※追加接種は７歳半まで接種できますが、なるべく早めに接種しましょう！

●３歳になったら日本脳炎1期初回（６日以上の間隔で２回）を接種しましょう。

●日本脳炎の1期初回が終了後、1年の間隔をおいて日本脳炎追加の接種をしましょう。

●小学校就学1年前から入学するまでに麻しん・風しん（MR）ワクチンの２期を接種しましょう！

●９歳～ 10歳で日本脳炎２期の接種をしましょう。母子手帳などで確認し日本脳炎の接種
が３回完了しているか確認をお願いします。

●小学６年生になったら中学校に入学するまでに二種混合ワクチンの接種をしましょう！

●中学生になったら、子宮頸がん予防ワクチンの接種をすることができます。
※まれに重い副反応の報告があるため、現在積極的な接種を推奨していません。
　子宮頸がん予防ワクチンの接種は法律に基づいて実施されていますが、受けるかどうかは、 接種することで得られ

るメリットとリスクを理解した上で、ご判断ください。 

※日本脳炎は、積極的な勧奨を差し控えていた時期があり、そのため接種機会を逸した方たちに対し 20 歳未満であ
れば、合計４回無料で接種できます。平成 7 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日までの間に生まれた方のうち、4
回の接種が完了していない方で接種を希望する方は保健センターにご連絡ください。

頴娃保健センター☎0993-36-1111　　知覧保健センター☎0993-58-7221　　川辺保健センター☎0993-58-3223

予防接種で感染症から子どもを守りましょう！

３歳になるまでに　ヒブ、小児用肺炎球菌、四種混合の
追加接種まで終わらせるように努めましょう！
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◎平成 25年度実施状況
市民参加の対象
政策など 政策などの概要 市民参加の方法および実施状況 担当課

南九州市私債権管理
条例の制定

市の有する私債権（契約など私法上の原因に基づく債権）
に関し、その事務処理について統一的な管理基準などを定
めることにより、私債権の適正な管理を図ります。

●パブリックコメント
　意見数：０件 財政課

後期基本計画の策定

平成 21 年度に策定した第１次総合計画（計画期間：平成 21
～ 29 年度）のうち、前期の基本計画が平成 25 年度で終了
することから、後期の基本計画（計画期間：平成 26 ～ 29
年度）を策定します。

●市民による施策提案
　意見数：１件
●パブリックコメント
　意見数：０件
●審議会など ６回

企画課

南九州市子ども・子育
て支援事業計画の策定

子ども子育て支援法に基づき、平成 27 年度から平成 31 年
度までの５年間を期間とし、教育・保育および地域の子ども・
子育て支援事業の提供体制の内容などを設定します。

●アンケート
　子ども・子育て支援に関する
　ニーズ調査　対象：1,200 世帯
●審議会など
 ・子ども・子育て会議　１回

福祉課

◎平成 26年度実施予定
市民参加の対象
となる政策など 政策などの概要 市民参加の方法および予定時期 担当課

南九州市いじめ防止
基本方針の策定

平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」
第 12 条に基づき、本市のいじめ防止基本方針を定めます。

●パブリックコメント
「南九州市いじめ防止基本方針」（案）

についての意見募集
期間：平成 26 年４月 21 日
　　　～５月 20 日
閲覧場所：学校教育課 ( 川辺庁舎 )
教育振興課（頴娃・知覧文化会館）
各小・中学校、市ホームページ
提出先：学校教育課  

学校教育課

南九州市人権教育・
啓発基本計画の策定

人権教育及び人権啓発に関する施策については「人権教育
及び人権啓発の推進に関する法律」において地方公共団体
の責務が定められています。今後の人権教育・啓発の指針
として「南九州市人権教育・啓発基本計画」を策定します。

●パブリックコメント
「南九州市人権教育・啓発基本計画」
（案）についての意見募集

期間：平成 26 年５月１日～ 31 日
閲覧場所：各庁舎  市民係
　　　　　市ホームページ
提出先：市民生活課  市民係
　　　　　　　　（川辺庁舎）

市民生活課

農業委員会における前
年度活動の点検・評価
および今年度の目標・
活動計画の策定

農林水産省の通知により、農業委員会では、当該年度の活
動に対する自らの点検評価の案と、次年度の目標とその達
成に向けた活動計画の案を公表し、地域の農業者などから
意見聴取のうえ、点検評価および活動計画を策定します。

●パブリックコメント
　平成 26 年５月頃の予定 農業委員会

南九州市子ども・子育
て支援事業計画の策定

子ども子育て支援法に基づき、平成 27 年度から平成 31 年
度までの５年間を期間とし、教育・保育および地域の子ども・
子育て支援事業の提供体制の内容などを設定します。

●審議会など
 ・子ども・子育て会議
　平成 26 年度内で３回予定

福祉課

南九州市障害者計画及
び第４期南九州市障害
福祉計画の策定

「南九州市障害者計画」は、障害者のための施策に関する基
本的な計画で、現計画（５カ年）が平成 26 年度で終期を迎
えることから、平成 27 年度からの新たな計画を策定するも
のです。

「第４期南九州市障害福祉計画」は、平成 27 年度から平成
29 年度までの３年間を期間とし、障害福祉サービスの提供
体制の確保その他、法令に基づく業務の円滑な実施に関す
る計画を策定するものです。

●審議会など
 ・障害福祉計画等策定委員会
　平成 26 年度内で１回予定
●パブリックコメント
　平成 27 年２月頃の予定

福祉課

【お問い合わせ】
南九州市みんなのまちづくり参加条例に関しては企画課  協働参画係（知覧庁舎）、各市民参加手続の具体的な内容については各担当課まで 
お問い合わせください。また、パブリックコメントについては、市ホームページにも掲載しますのでご確認ください。

南九州市みんなのまちづくり参加条例に基づき、市民の皆さんが市民参加が適切に行われているか確認でき
るよう平成 25 年度の実施状況と、また、事前に市民参加の予定を立てることができるよう平成 26 年度の
実施予定をお知らせします。

市民参加の手続きについて



知▢…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　 川▢…川辺庁舎☎ 0993-56-1111　 頴▢…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　　　　　　　　
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 ｢臨時福祉給付金｣ や ｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の
“ 振り込め詐欺 ” や “ 個人情報の詐取 ” にご注意ください！

【お問い合わせ】　川▢福祉課  社会福祉係、児童福祉係　頴▢・知▢福祉課  福祉係

第19回知覧ねぷた祭
ジュニア用Ｔシャツ
販売します!!!

　夏の風物詩「知覧ねぷた祭」開催を記念し、祭りを盛り上
げるため、例年ねぷたシャツ（大人用）を作成・販売してい
ます。皆さんのご協力で、毎年大変好評を得ており、「子ども
にも着せたい」との声が出ています。今回もねぷた Tシャツ
（ジュニア用）を申し込みにより製作しますので、個人または
職場にて多くの方の購入を検討ください。

申込期限　平成 26年５月 12日（月）
　※�ジュニア用Ｔシャツ販売は、申込者限定となりますので
希望者は必ずお申し込みください。

　※�納品は 6月上旬を予定。（現金引換）
Ｔシャツ　１枚	1,500 円（税込）
サイズ 100 110 120 130 140 150 160
身丈 40 44 48 52 56 60 63
身巾 31 33 35 37 40 43 46
袖丈 12 13 14 15 16 17 18

	 	 【申込み・お問い合わせ】
	 知覧ねぷた祭実行委員会事務局
	 （南九州市役所　知▢商工観光課内）

　本年度も薬剤購入に対して７割補助を実施します。対象者は
ヤンバルトサカヤスデ発生地区内の居住者、または家屋を管
理されている方です。また、事業所は補助対象外となります。
薬剤の支給助成を希望される方は、印鑑をご持参のうえ、市役
所の各支所生活環境係で申請してください。なお、交通手段が
ない高齢者などの利便性を図るため、これまで同様、自治会長
がとりまとめて申請してもかまいません。また、自治会が共同
防除をする分に限り、薬剤（ミリペーダなど）を無償で配布しま
す。
【お問い合わせ】　各庁舎  生活環境係
【ヤンバルトサカヤスデの生態など】
●�集団移動時期は年２回あり、４～６月頃に幼虫の集団移動、
10～11月頃に成虫の集団移動が起こります。成虫になれば
約2.5～3.5ｃｍの体長になり落葉などの腐朽物を餌にして
います。

●�ヤスデは餌となる落葉などのある所や、日当たりの悪い湿気の
ある場所を好みます（壁に張り付いている苔の中にもヤスデが
見られました）ので、薬剤を散布する前に草払いなどを行い、日
当たりを良くし、暗く湿った場所をつくらない環境整備も重要
です。
●�バーナーや熱湯などでの駆除は、刺激を受けたヤスデからガ
スが放出され、嘔吐や下痢などの症状が出たりするのでやめま
しょう。
●発生地区拡大の原因は、人為的な移動も考えらます。発生地区
から根付き植物、鉢植えなどを極力持ち出さないようにしてく
ださい。やむを得ず持ち出す場合は、移動前に薬剤で処理して
ください。

ヤンバルトサカヤスデ 家屋侵入防止剤支給助成

●「1億円を受け取る権利が発生！という封書が来た」「身に覚えのない
当選通知が届いた」など、いわゆる「海外宝くじ」に関する相談が、再
び増加傾向にあります。
●このような手紙は、主にオーストラリアやドイツ、香港、カナダなどか
らエアメールなどで送られてきますが、最近は中国も目立ちます。
●事例のように「いつか必ず当たる」と強く信じ込み、当選金を受け取
るための手数料などを送り続け、被害に気づいた時には多額の費用
をつぎ込んでしまっているケースが見られます。
●海外の宝くじは日本国内で買うだけでも違法です。絶対に手を出さ
ないようにしましょう。
　困ったときは、南九州市消費生活センターなどにご相談ください。

【お問い合わせ】　南九州市消費生活センター  （知▢  商工観光課内）
　　　　　　　　頴▢・川▢ 地域振興課  地域振興係

海外から届く「当選金獲得！」には手を出さない！
■事 例

消費生活１１０番

ひとことアドバイス

（色：クロ）（前）

（後）

　消費税率の引上げに伴い、「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」・
「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されることが決まっています
が、現在、市民からの申請を受け付ける段階ではありません。
　具体的な申請の方法などが決まり次第お知らせします。

●給付金を支給するために、手数料などの振り込
みを求めることは絶対にありません。

●現時点で、世帯構成や銀行口座の番号などの個
人情報を照会することは絶対にありません。
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平成26年４月から
父子家庭にも遺族基礎年金を支給

　遺族基礎年金はこれまで、次の①から④のいずれかに該
当する方が死亡した時に、その人に生計を維持されていた
子のある妻または子に支給されていましたが、平成26年４
月から子のある夫にも支給されます。　
　ただし、平成26年４月１日以前に父子家庭となっている
場合は適用されません。
　支給該当となる子は、18歳の到達年度の末日までの子ま
たは20歳未満で障害者等級１級・２級の子です。
① 国民年金の被保険者
② 国民年金の被保険者であった方で、日本国内に住所が

あり、60歳以上65歳未満の方
③ 老齢基礎年金の受給権者
④ 老齢基礎年金の受給資格期間を満たしていること
　 ①・②の場合は、保険料の納付要件があります。
　 死亡日の属する月の前々月までの保険料納付済期間が３
分の２以上あるか、死亡日の属する月の前々月までの直近の
１年間の保険料を完納していなければなりません。

移動年金相談所
〇５月29日（木）ちらん夢郷館
〇５月15日（木）枕崎市市民会館
〇５月22日（木）南さつま市役所  スタジオ21
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時
　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。
他市で実施している相談所でも相談可能です。
移動年金相談は完全予約制（定員24人）。１週間
前までに、鹿児島南年金事務所に予約ください。

年 金 だ よ り

年金について、ご不明なことがありましたら、近くの年金事務所へご確認ください。
　【お問い合わせ】　

鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

● 知覧税務署からのお知らせ ●
「領収証」などに係る印紙税の非課

	 税範囲が拡大されました
　現在、「金銭または有価証券の受取書」につい
ては、記載された受取金額が３万円未満のもの
が非課税とされていますが、平成 26 年４月１日
以降に作成されるものについては、受取金額が
５万円未満のものについて非課税となります。
　「領収証」、「領収書」、「受取書」や「レシート」
はもちろんのこと、金銭または有価証券の受領事
実を証明するために請求書や納品書などに「代
済」、「相済」、「了」などと記入したもの、さらには、

「お買上票」などと称するもので、その作成の目
的が金銭または有価証券の受領事実を証明する
ために作成するものであるときは、金銭または有
価証券の受取書に該当します。

【お問い合わせ】　知覧税務署
　〒 897-0393　南九州市知覧町郡 6212 番地
　☎ 0993-83-2411（自動音声案内）

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんと
の公平性を確保するため、滞納処分を強化し、滞納
の解消に取り組んでいます。
◎納税に関する相談
　失業・病気などにより一度に納税することが困難な
方や収入がない方につきましては、随時、納税相談
を受け付けています。

【お問い合わせ】
　収納対策課  収納対策係（川辺庁舎本館２階）

25年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差し押さ	
えを実施	
した件数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4月～２月 365件 285件 ７件 40件 0件 33件 3件

ストップ滞納⇒『０』滞納⇒『０』

国民年金加入や変更手続きは
　 お済みですか

　４月は入学・卒業・就職・退職などで周りの
環境が大きく変わる時期です。
　会社を退職された方やその配偶者の方、引
越しをされた方などは、国民年金の加入・変更
手続きが必要になります。
　国民年金の手続きは早めに済ませましょう。
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◦エネルギー	 25ｋcal
◦タンパク質	 1.6ｇ
◦脂　　　質	 0.1ｇ
◦食塩相当量	 0.3ｇ

レタスで生春巻き風

栄 養 価 　1人分

栄養士
から♪

お子さんなど、チリソースが苦手な方は、
マヨネーズ・ケチャップ・レモン汁を合わ
せたオーロラソースでも美味しいですよ。

❶	

レ
タ
ス
を
さ
っ
と
ゆ
で
、冷

水
で
冷
や
す
。

❷	

人
参
・
大
根
・
し
そ
を
千
切
り

に
し
、カ
ニ
カ
マ
は
割
い
て

お
く
。

❸	

①
の
レ
タ
ス
で
②
を
包
み
、一

口
大
に
切
る
。

❹	

ス
イ
ー
ト
チ
リ
ソ
ー
ス
を
か

け
て
い
た
だ
く
。

★
ス
イ
ー
ト
チ
リ
ソ
ー
ス
の
作
り
方

①
鷹
の
爪（
１
本
）は
、ヘ
タ
を
と
り
種

を
と
っ
て
酢
に
つ
け
る
。

②
鷹
の
爪
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、

み
じ
ん
切
り
に
し
て
酢（
大
さ
じ

2.5
）に
戻
す
。に
ん
に
く（
１
片
）は

す
り
お
ろ
し
て
お
く
。

③
鍋
に
②
、砂
糖（
大
さ
じ
１
）、塩

（
少
々
）を
入
れ
て
火
に
か
け
る
。

中
火
で
加
熱
し
て
１
｜
２
～
１
｜
３

く
ら
い
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
る
。

④
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
で
き
あ
が
り

材 料 　2人分
◦レタス	 60ｇ
◦人参	 10ｇ
◦大根	 30ｇ
◦カニカマ	 20ｇ
◦しそ	 ２ｇ
★スイートチリソース

☆私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。
地域の公民館などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知
りたい！等々、ご要望がありましたら、お知り合いの食改員または保健セ
ンターへご連絡ください。

食改さんのすこやか
お薦めレシピ
こんにちは。“食改”です！！
知覧地区の食生活改善推進員より、ヘルシーレシピ
をご紹介します。レタスで生春巻き風です。
レタスのシャキシャキ感がおいしい、野菜をたっぷり
とれる一品です。

作り方

　知覧町南別府門之浦集落の民家から発見されたものです。
神事の際に、壁に幕状に掛けて用いられたと考えられるた
め、「絵幕」という造語で呼ぶことにしました。絵の内容から、
15 の場面に分けることができます。
　制作年代は、放射性炭素年代測定により 15 世紀半ばか
ら 17 世紀初頭と推定されています。絵幕に描かれた相撲や
流
や ぶ さ め

鏑馬は、室町前期に描かれた『浦
うら

島
しま

明
みょうじん

神 縁
え ん ぎ

起』と類似し
ていることから、龍宮観念が頴娃地域へ定着していく過程で
制作され、南薩地域における開聞岳を信仰する祭

さ い し
祀に用いら

れたと考えられる貴重な文化財です。

絵馬の表側に彫刻された狐と宇
う

賀
が

神
じん

市指定文化財に２件指定
　南九州市教育委員会は、２月17日、「門之浦伝来絵幕」と「中村稲荷神社の絵馬」の２件を市指定文化財に指定しました。
これで南九州市に所在する市指定文化財は 146 件、国県の指定文化財などを含めると 176 件となりました。
　文化財は、先人たちの様々な願いがこめられた地域の宝物です。これからも引き続き大事に保存継承されますよう、
地域の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　頴娃町宮脇中村集落の稲荷神社に伝わる絵馬です。絵馬
の表には、稲荷神の使いとされる狐と、とぐろを巻いた人頭
蛇身の宇賀神という神様の姿を重ねて彫刻されています。
　裏面の銘文には、江戸時代の寛

かんえん
延元（1748）年に、枚

ひらきき
聞

神社の神官であった紀
きのありはる

有春によって製作・奉納された旨が記
されています。本市内の神社に伝わる絵馬は他に例が少なく、
枚聞神社の神官が頴娃郷内の各神社の祭礼に関わったことを
伝える文化財としても貴重です。

門
かどのうらでんらいえまく
之浦伝来絵幕

有形文化財　美術工芸品（絵画） 

(

幅
37
・
4
㎝
、  

全
長
９
ｍ
11
㎝)

中
なかむらいなりじんじゃ
村稲荷神社の絵

え ま
馬

有形民俗文化財

(

縦
22
・
７
㎝
、
横
34
・
０
㎝
、

  

厚
さ
１・５
㎝)

絵幕に描かれた犬
いぬ

追
おう

物
もの

の場面
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お手数ですが
５２円切手を

お貼りください

8 9 7 0 3 9 2
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　 　歳　　　性別／  　男   ・   女

広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課  行

おたより
まってます
広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な
話題などなど、何でもけっこうです
ので、おたよりお寄せください。
52 円切手を貼ってポストから郵送
するか、市役所の各庁舎に設置して
ある『ご意見箱』へご投函ください。

⬅点線に沿って切り取ってください。
( 官製はがきでも可 )

お
茶
む
ら
い

お
茶
む
ら
い
vol.1

▲大野岳を登りきった後、頂上ではお茶の振る舞い
など、頴娃の魅力を楽しんでもらいました。

▲大野岳の頂上にもお茶むらいが！開聞岳を背景に
撮った一枚。

▲大迫力の風車が眺められるの
も、アグリウォークならではの
楽しみ。そんな風車の下では、
お茶むらいが待っていました。

▲約 200 人もの参加者が、アグリランドを出発しま
した。お茶むらいも手を振っています。

▲コース途中にある休憩ポイントでのおもてなしの
様子。参加者の皆さんも喜んでいました。

～ 第２回　アグリウォーク ～
　拙

せっしゃ

者は、様々なイベントに出没する、南九州市のゆるキャラ “ お茶むらい ”。
そんな拙者の活躍を紹介するっチャ♪
　第１弾は、３月 23 日（日）に頴娃町の夢・風の里 アグリランドえいで開
催された、「第 2 回アグリウォーク」の様子をお届けするっチャ♪
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南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/
または携帯サイト

携帯電話からも、南九州市の情報をご
覧いただけます。インターネット接続
可能な携帯電話を利用して、南九州市
ホームページの情報の一部を検索でき
ます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題など、
何でもお書きください。

◆読者アンケート
　今月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号 3 つに○印をつけてください。
　1　施政方針　　　2　当初予算　　　3　まちの話題　　　４　行政情報
　5　レシピ　　　6　お茶むらい探訪記　　　7　おたより　　　8　図書館だより
　9　知覧特攻平和会館　　　10　誕生・おくやみ

　毎月、広報紙を読ん
だ感想、身近な話題な
ど『おたより』をお寄
せいただきありがとう
ございます。
　『おたより』について
は、従来どおり郵送で
の受付に加え、南九州
市ホームページからも
送ることができます。

南九州市ホームページ
（http://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の広報紙

ページを選んで入力してください。

【入力画面】

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

おたより

 　　で

プレゼント品を提供いただける方を募集します。
企画課広報統計係☎ 0993-83-2511 
知覧庁舎内線 2050 まで。

P R E S E N T

当選は発送をもって
(５月20日消印有効)

創 業 100 年 以
上も続く「吉田
屋 菓 子 舗 」 は、
現在も３代目が
おいしいお菓子

を受け継いで作っています。「知覧銘菓 
お茶の実」「チーズ饅頭」をはじめ、和
菓子が数多くそろっています。お土産
やお茶菓子などにいかがでしょうか。

吉 田 屋 菓 子 舗
〒 897-0392　南九州市知覧町郡 6219 番地１
TEL：	0993-83-2016
営業時間：午前８時 30 分～午後 6 時 30 分

おたよりをくださった方の中から

［吉田屋菓子舗］より
『大福４種セット
（抹茶・コーヒー・黒ゴマ・栗）』
を３人の方にプレゼント！

吉田屋さんで一
番人気のこの大
福４種は、やわ
ら か い 生 地 の
中に抹茶クリー
ムやコーヒーク
リーム、黒ゴマ
あんや栗がそれ

ぞれ入っています。生クリームがとけてしまう
ため、夏場は作らない、購入された方には必ず
保冷剤をつけてお渡しするなど、温度管理に大
変気を使っているそうです。一度食べたらこの
おいしさに魅了されてしまいます。ぜひご賞味
ください。１個 120 円（税込）。

　

広
報
３
月
号
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
欄
を
見

て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
い
も
水
飴

と
あ
り
ま
す
が
“
あ
め
ん
ど
ろ
”
で
す

よ
ね
。
絶
妙
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
よ

も
ぎ
も
ち
も
“
ふ
っ
の
も
っ
”
で
す
。

春
を
呼
ぶ
お
や
つ
で
し
た
。
お
正
月
の

“
か
い
も
ん
べ
っ
た
”（
さ
つ
ま
い
も
入

り
の
お
も
ち
）
と
い
い
、
ふ
る
さ
と
な

ら
で
は
の
呼
称
が
大
好
き
、
な
つ
か
し

い
で
す
。

（
東
京
都
渋
谷
区

ペ
ン
ネ
ー
ム
け
い
ち
ゃ
ん    

58
歳
女
性
）

　
け
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
お
た
よ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
九
州
市

に
は
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
食
べ
も
の

や
、
な
つ
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
呼

び
名
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

普
段
何
気
な
く
言
っ
た
り
食
べ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
ふ

る
さ
と
弁
の
い
い
と
こ
ろ
を
実
感

で
き
、
ほ
っ
こ
り
和
や
か
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

た
よ
り
や
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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4月23日は『子ども読書の日』です。
南九州市立図書館では本に親しんでもらうために楽しい催しや
おすすめの本を展示しています。ぜひお越しください。

●知覧図書館
☆移動図書館車特別貸出
☆館内では、こどもの読書週間にちなんだ展示をしています。

●頴娃図書館
☆手づくりしおりのプレゼント
☆おはなし会スペシャル　4月26日（土）　15:00～

●川辺図書室
☆おはなし会スペシャル　　4月26日（土）	 14:00～
☆新聞紙でバッグを作ろう　　　〃　　　	 15:00～
☆手づくりしおりのプレゼント

大翔製菓・広報宣伝部に異動した
山田助（やまだ・たすく）の運命は
いかに…。仕事にも慣れてきた新
社会人の皆さん、この本を読んで
元気を補充してください!!『おい！山田』

安藤祐介/著（講談社）

5 月　移動図書館車
日 場　所 時　間

13日(火) 別府地区公民館 9：40～10：10

14日(水)
霜出校区公民館 9：40～10：10
高田校区公民館 14：30～15：00

15日(木) 粟ケ窪地区公民館 14：30～15：00

16日(金)
御領地区公民館 14：30～15：00
田代校区公民館 14：30～15：00

19日(月)
郡地区公民館 14：30～15：00
勝目校区公民館 14：30～15：00

20日(火)
松山トレーニングセンター 9：40～10：10
浮辺校区公民館 14：30～15：00

22日(木) 宮脇地区公民館 11：30～12：00

23日(金)
神殿校区公民館 10：30～11：00
清水校区公民館 11：20～11：50
上別府地区公民館 11：30～12：00

26日(月) 大丸校区公民館 14：30～15：00
27日(火) 松ヶ浦校区公民館 9：40～10：10

知覧・頴娃図書館は毎週土曜日15時から
川辺図書室は第２・４木曜日16時から

＊おはなし会＊

知覧図書館	 ☎0993-83-4939	 ㊡月曜、5/21（水）
頴娃図書館	 ☎0993-27-3311	 ㊡火曜、5/15（木）
川辺図書室	 ☎0993-56-0474	 ㊡火曜、5/15（木）
連休(5/3～5/6)は全館開館しています。
http://library.city.minamikyushu.lg.jp
図書館ボランティア募集中！詳しくは図書館まで！

＊休館日＊

	 ★川辺親子読書会 会員募集★
親子で読み聞かせの世界を楽しもう！！
期　間：	 平成26年6月～平成27年3月
日　時：	 毎月第1（土）午後2時～4時（変更になる場合があります）
場　所：	 市民交流センター ひまわり館
対　象：	 乳幼児・小低学年と保護者20組
内　容：	 絵本の読み聞かせ･季節の工作など
会　費：	 子ども（乳児を除く）１人500円
申込み：	 5月23日(金)までに川辺図書室へ

＊貸出のご案内＊
	 ＜本・雑誌＞	 10冊/15日以内
	 ＜CD/DVDなど＞	 2点/ 8日以内
・資料の貸出には「利用者カード」が必要です。本人確認ので
きる免許証や保険証などを持参のうえ「利用者カード」作成
をお申し出ください。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
最

適
な
保
険
で
す
。（
５
人
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
）

［
問
］（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鹿
児
島
県
支
部

　
〒
８
９
０ｰ

０
０
６
２

　

鹿
児
島
市
与
次
郎
１
丁
目
４ｰ

20

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
体
育
協
会
内

　

☎
０
９
９ｰ

８
１
３ｰ

１
１
０
８

　

http://w
w
w
.sportsanzen.org

※�

保
険
の
申
込
用
紙
に
つい
て
は
、保
健
体
育
課
（
川
辺
）・

各
教
育
振
興
課
（
頴
娃
・
知
覧
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加　入
対象者 対　　　　象 加入

区分 対象範囲
年間掛金
（一人）

傷害保険
死亡 後遺障害

（最高）
入院
（日額）

通院
（日額）

中
学
生
以
下

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 A1 団体活動

中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

上記団体活動に加え、
個人活動も対象 AW 1,450円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

上記以外 100万円 150万円 1,000円 500円

高
校
生
以
上

文化・ボランティア・地域活動、
団体員の送迎・応援など A2

団体活動
中とその
往復中

800円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

スポーツ活動・
スポーツ活動の指導・審判 Ｃ 1,850円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ活動の指導・審判 AC 1,300円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳
以上 スポーツ活動 Ｂ 1,000円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

いつもいっしょ、本といっしょ。
こどもの読書週間  4/23～5/12
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3日（土）
上原整形外科クリニック ［整形外科］ ☎0993-58-3007
まつやまクリニック ［内・外科］ ☎0993-83-3927

（指）生駒外科医院 ［外科］ ☎0993-22-3059
（指）福岡医院 ［内科］ ☎0993-32-2022
（南）はしぐちクリニック ［内科］ ☎0993-58-2222
（南）持冨皮ふ科 ［皮膚科］ ☎0993-52-1288
（枕）国見内科医院 ［内科］ ☎0993-72-0066
（枕）尾辻病院 ［外科］ ☎0993-72-5001

4日（日）
南薩ケアほすぴたる ［内科］ ☎0993-56-1155

（指）指宿医療センター ［外科・内科］ ☎0993-22-2231
（南）なかやま脳神経外科 ［脳・内科］ ☎0993-53-8282
（南）加世田シティー内匠眼科 ［眼科］ ☎0993-53-2958
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ ☎0993-72-1351
（枕）枕崎こどもクリニック ［小児科］ ☎0993-58-1085

5日（月）
松岡救急クリニック ［内科］ ☎0993-78-3789
鶴留医院 ［整形外科］ ☎0993-36-1145

（指）指宿脳神経外科 ［外科］ ☎0993-27-1177
（指）指宿浩然会病院 ［内科］ ☎0993-22-3295
（南）県立薩南病院 ［外科］ ☎0993-53-5300
（南）酒瀬川医院 ［内科］ ☎0993-55-2119
（枕）小原病院 ［内・外科］ ☎0993-72-2226

6日（火）
菊野病院 ［整形・外・内科］☎0993-56-1135

（指）今林整形外科病院 ［外科］ ☎0993-22-2710
（指）橋口医院 ［内科］ ☎0993-35-0022
（南）有馬産婦人科 ［産婦人科］ ☎0993-53-2777
（南）金子医院 ［内科］ ☎0993-52-2730
（枕）ウエルフェア九州病院 ［内科］ ☎0993-72-0055
（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］ ☎0993-72-1351

11日（日）
かわなべ共立内科 ［内科］ ☎0993-56-1100
児玉病院 ［精神内科］ ☎0993-56-4111
きわきクリニック ［内科］ ☎0993-58-7300

（指）木之下クリニック ［外科］ ☎0993-23-3940
（指）指宿さがら病院 ［内科］ ☎0993-22-3079
（南）南さつま中央病院 ［外科］ ☎0993-52-0202
（南）西田医院 ［内科］ ☎0993-77-0115
（枕）枕崎市立病院 ［内科］ ☎0993-72-0303
（枕）尾辻病院 ［外科］ ☎0993-72-5001
（枕）園田病院 ［眼科］ ☎0993-72-0165

18日（日）
川辺生協病院 ［内科］ ☎0993-56-6111

（指）長野整形外科クリニック ［外科］ ☎0993-23-3291
（指）大重内科 ［内科］ ☎0993-34-1003
（南）有馬病院 ［外・内科］ ☎0993-52-2367
（南）小山クリニック ［内科］ ☎0993-77-2225
（枕）溝口クリニック ［内科］ ☎0993-73-5330
（枕）小原病院 ［外科］ ☎0993-72-2226
（枕）竹さこ医院 ［産婦人科］ ☎0993-73-2610

25日（日）
橋口皮膚科 ［皮膚科］ ☎0993-56-0707
川平内科 ［内科］ ☎0993-38-0109

（指）生駒外科医院 ［外科］ ☎0993-22-3059
（指）宮薗病院 ［内科］ ☎0993-32-2001
（南）県立薩南病院 ［内科］ ☎0993-53-5300
（南）ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック［耳鼻咽喉科］ ☎0993-53-3387
（枕）サザン・リージョン病院 ［内・外科］ ☎0993-72-1351

※（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にある医療機関です。
※当番医は、市ホームページの携帯サイト
http://www.city.minamikyushu.lg.jp/cgi-bin/hpKtaiIndex.cgi
からでも検索できます。

日曜・祝日の当番医（5 月）
　
　市県民税の均等割の税率改正　～税務課～

　
　市営住宅（空家）入居者募集受付

市営住宅の入居者募集受付を、
　５月７日（水）～16日（金）に行います。
※詳しくは、建築住宅課市営住宅係
　まで直接問い合わせるか、
　市ホームページでご確認ください。
　［問］建築住宅課  市営住宅係
　　☎0993-83-2511（知覧庁舎）

　
　

（5月）
川辺地区 知覧地区 頴娃地区

(株) 前 野 設 備 松 久 保 設 備 （有）安藤水道工業
（会社）56-5800 83-2482 36-2747
（自宅）56-1336

日曜・祝日水道修繕当番店

日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合は、
当番店を確認してご連絡ください。

　
　

毎月５日は、エコライフデー！
５月は環境にやさしい自然との付き合い方

　　　　　　　　　　（緑化活動）
― 緑のカーテン ―　　

　緑のカーテンには日差しをさえぎり室内温度や建物の表
面温度を下げるだけでなく、葉の表面から水分を蒸発させる
「蒸散作用」により周囲の温度を下げる効果もあります。

StepUp ステップ・アップ

省エネ・節電

　防災・減災のための市県民税の均等割の
　税率改正について
　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防
災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に
関する法律」が平成23年12月２日に公布され、臨時的な措置とし
て平成26年度から平成35年度までの10年間に限り、各年度の個
人住民税（市民税および県民税）の均等割の標準税率がそれぞれ
500円引き上げられ、次のように改正されます。
　この財源については、公共施設の耐震化や災害対策の充実の
ために使用されます。
●平成26年度から平成35年度までの均等割の標準税率

区　　　　分 現　行 改正後 改正額
市　民　税 3,000 円 3,500 円 +500 円

県　民　税
（森林環境税分 500 円を含む） 1,500 円 2,000 円 +500 円

合　　　　計 4,500 円 5,500 円 +1,000 円

［問］税務課  納税管理係	 （川辺庁舎）☎0993-56-1111
　　市民課  税務係　　　　（知覧庁舎）☎0993-83-2511
　　　　　〃　　　　　  　（頴娃庁舎）☎0993-36-1111

ゴーヤ アサガオ
①種をまく 3 ～ 4 月 5 ～ 6 月中旬
②プランターに植える 4 月下旬～ 5 月上旬 6 月いっぱい
③成長する 5 月中旬～ 7 月上旬 6 ～ 9 月
④花が咲く 7 月中旬～ 9 月末 7 月下旬～ 9 月末
⑤片づけ 10 月～ 10 月～

【出典：地球環境を守るかごしま県民運動推進会議事務局「エコライフデーのすすめ」】
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【お問い合わせ・広告代理店】（株）文泉堂 TEL 0993-36-0028

南九州警察署管内における交通事故発生状況
（平成 26 年 3 月末現在）

区分 累計 前年比 3 月中

発
生

県内 2,089 -74 743

管
内

知覧 11 1 6
川辺 18 -3 8
頴娃 10 1 1
合計 39 -1 15

死
亡

県内 26 -2 7

管
内

知覧 0 0 0
川辺 0 -1 0
頴娃 0 -1 0
合計 0 -2 0

傷
者

県内 2,427 -107 868

管
内

知覧 15 2 9
川辺 25 -3 12
頴娃 13 4 1
合計 53 3 22

５月
May

（広告）

5 月 12 日は
民生委員・児童委員の日
「広げよう地域に根ざした思いやり」

　毎年５月 12 日から 18 日までの１週間を活動強
化週間とし、地域住民をはじめ、関係機関・団体な
どにも民生委員・児童委員とその活動を理解してい
ただくとともに、委員自らの意識を高める取り組み
を推進します。

民生委員は、	 常に住民の立場に立って相談に応じ、
必要な援助を行い、社会福祉の増進に
努めます。

児童委員は、	 地域の子どもたちが元気に安心して暮ら
せるように、子どもたちを見守り、子育
ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相
談・支援などを行います。

くらしのカレンダー

	

	

〜 子育て広場（参加自由） 〜

■ プッチランド
毎週火曜日：5/13、20、27
場所：知覧校区公民館
開催時間：10:00～12:00

■ キラキラクラブ
毎週木曜日：5/8、15、22、29
場所：知覧保健センター
開催時間：10:00～12:00

■ 子育ておしゃべり広場
毎週火曜日：5/13、20、27
場所：勝目校区公民館
開催時間：10:00～12:00

毎週水曜日：5/7、14、21、28
場所：第１児童館
開催時間：10:00～12:00

日 曜日 行　事　・　事　業 時　間 場　所
1 （木） 育児相談（頴娃） 13：00～17：00 頴娃保健センター
2 （金）

3 （土）

憲法記念日 
第60回知覧特攻基地戦没者慰霊祭
道の駅川辺やすらぎの郷ゴールデン
ウィークフェア（～6日）

 
13：00～15：00 

9：00～16：00 

 
特攻平和観音堂前 
道の駅川辺やすらぎの郷 

4 （日） みどりの日
5 （月） こどもの日
6 （火） 振替休日

7 （水）
育児相談（知覧） 
母子手帳交付（知覧）
育児・健康相談（川辺）

13：30～15：30 
9：30～11：00

13：30～15：00  

知覧保健センター
知覧保健センター
川辺保健センター

8 （木） 母子手帳交付（川辺） 9：30～11：00 川辺保健センター
9 （金）

10 （土）
11 （日）
12 （月） 民生委員・児童委員の日

13 （火） 南九州市戦没者追悼式 
特設人権相談所

10：00～11：00   
10：00～15：00

知覧文化会館 
ちらん夢郷館

14 （水） 母子手帳交付（頴娃）
健康相談（知覧）

9：30～12：00
10：00～11：30

頴娃保健センター
知覧保健センター

15 （木）
16 （金）
17 （土）
18 （日） ばんどころ絶景祭り2014 10：00～17：00 番所鼻自然公園

19 （月） 行政相談 
母子手帳交付（知覧）

9：00～12：00 
9：30～11：00

知覧老人福祉センター 
知覧保健センター

20 （火） 健康相談（頴娃） 13：00～17：00 頴娃保健センター
21 （水）
22 （木） 母子手帳交付（川辺） 9：30～11：00 川辺保健センター
23 （金）
24 （土） 女性の悩み相談室 14：00～17：00 ちらん夢郷館
25 （日）
26 （月）
27 （火）
28 （水） 母子手帳交付（頴娃） 9：30～12：00 頴娃保健センター
29 （木） 移動年金相談所 10：00～15：00 ちらん夢郷館
30 （金）
31 （土）
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あいさつ・声かけで育む青少年健全育成・安心安全な地域づくり
［ 南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ ］

 ” 仏壇の技「蒔絵」に挑戦 ”
（ふるさと体験学級茶レンジ隊）

「青少年育成の日」
毎月第 3土曜日

子ども会活動など地域
の特性を生かした活動
への参加・支援に努め
ましょう。

「家庭の日」
毎月第 3日曜日

「家庭の日」には家族
みんなでの話し合い
や、親子のふれあいに
努めましょう。

「共通実践事項」
◯気持ちのよいあいさつと返事をしよう！　◯地域の行事に参加しよう！　◯家の手伝いや読書をしよう！

   

相 

花 
信 
夫 
少
尉	

   

出
身
地
　
宮
城
県
大
崎
市

 	

　
　
　   

第
77
振
武
隊
　（
享
年
18
歳
）

特
攻
の
史
実
を

後
世
に
残
す
⑯

　
相
花
信
夫
少
尉
は
、
継
母
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
継
母
は
、
実
母
以
上
に
良
く
し
て
く
れ
て
い

た
の
に
、
お
母
さ
ん
と
恥
ず
か
し
く
て
最
後
ま
で

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
ず
っ
と
心
残
り

だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
い
ざ
特
攻

で
出
撃
す
る
と
決
ま
っ
た
ら
、
こ
の
気
持
ち
だ
け

　
　
母
を
慕
ひ
て
　

母
上
お
元
気
で
す
か

永
い
間
本
當
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
我
六
歳
の
時
よ
り
育
て
下
さ
れ
し
母

継
母
と
は
言
へ
世
の
此
の
種
の
女
に
あ
る
如
き
」

不
詳
事
は
一
度
た
り
と
て
な
く

慈
し
み
育
て
下
さ
れ
し
母

有
難
い
母
　
尊
い
母

俺
は
幸
福
だ
っ
た

遂
に
最
後
迄｢

お
母
さ
ん｣

と

呼
ば
ざ
り
し
俺 

幾
度
か
思
ひ
切
っ
て
呼
ば
ん
と
し
た
が

何
と
意
志
薄
弱
な
俺
だ
っ
た
ら
う

母
上
お
許
し
下
さ
い

さ
ぞ
淋
し
か
っ
た
で
せ
う

今
こ
そ
大
聲
で
呼
ば
し
て
頂
き
ま
す

お
母
さ
ん 

お
母
さ
ん 

お
母
さ
ん 

と
。

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、「
知
覧
か
ら
の
手
紙
」（
知
覧
特
攻

遺
書
）
を
、
平
和
を
願
い
、
知
覧
か
ら
世
界
へ
語
り
継
ぐ
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

   

初
め
て
お
母
さ
ん
と
呼
べ
た 

最
期
の
手
紙

は
母
に
伝
え
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

書
か
れ
た
の
が
こ
の
手
紙
で
す
。

　
こ
の
手
紙
を
受
け
取
ら
れ
た
お
母
さ
ん

は
、
原
本
を
形
見
と
し
て
大
事
に
持
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
77
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
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人 口 と 世 帯 数
（住民基本台帳）
3月31日現在

世帯数：17,160戸（前月比：-34）

20,451人
（前月比：-155）

17,651人
（前月比：-147）

女 男総人口
38,102人
（前月比：-302）

編
集
後
記

　
平
成
25
年
５
月
号
か
ら
、最
終
ペ
ー
ジ
で
市
の「
生
涯
学

習
講
座
」を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、今
月
号
で
終
了
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
毎
月
掲
載
で
き
た
の
は
、３
月

末
で
退
任
と
な
っ
た「
生
涯
学
習
講
座
」担
当
の
山
下
公
民

館
指
導
員
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。本
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
川
）

俳
　
句

短
　
歌

明
け
ぐ
れ
に
朱
色
の
炎
立
ち
上
が
り

ケ
ネ
デ
ィ
氏
と
時
を
共
に
し
た
一
瞬

松
尾
　
冨
美
子

こ
ぶ
し
の
木
空
地
に
白
の
焔
ほ
む
ら
た
つ

帰
ら
ぬ
人
待
つ
尼に

僧そ
う

に
も
似
て

飯
山
　
美
紀
子

ひ
そ
や
か
に
庭
よ
り
生
る
る
翁
草

白
き
胞
子
を
ほ
ほ
と
か
ぶ
り
て

横
峯
　
　
ヨ
キ

生
き
る
に
は
健
康
一
番
大
切
な
り

食
事
と
運
動
に
心
し
て
暮
ら
す

富
永
　
　
フ
ミ

世
界
一
幸
せ
な
吾
春
夕
焼有

薗
　
　
と
し

点
滴
を
外
し
春
菜
の
夜
の
膳

岡
野
　
　
耕
平

お
誕
生
お
め
で
と
う

３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

頴
娃
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

木
下　

陽ひ

路ろ

巨
一

三
俣

上
赤　

瑠る

愛な

圭

赤
崎

上
原　

楓ふ
う

華か

良
太

永
谷

河
口　

美み

愛あ

一
誠

坂
上

上
村　

來こ

子こ

健
太
郎

東
馬
渡

上
野　

結ゆ

菜な

一
也

北
大
川

西
村　

詠え

万ま

要

北
大
川

飯
山　

智ち

咲さ
き

清
文

新
牧

知
覧
地
域

出
生
児

保
護
者

自
治
会

寺
園 

野の

の

か

々
花
真
人

本
町

菊
永
　

駿
し
ゅ
ん

瑞
穂

水
垂

折
田　

大だ
い

樹き

宏
樹

中
郡
町

栗

野
　

空そ
ら

伸
一

下
郡
南

堂
園　
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学びたい、作りたい、楽しみたい
受講してみませんか！生涯学習講座

昨年度はこのような教室も
開催されていました。本年度もいろいろな講座が、実施されます。挑戦してみましょう！

シリーズ⑫

　『毎日の食卓に一工夫♪』

◇講　師	：知覧町生活研究グループ
◇定　員	：20 人（一般）
◇受講料	：500 円 / 年、 材料費が別途必要
◇申込先	：☎84-0992

◇講　師	：菊永 優子さん
◇定　員	：10 人（一般）
◇受講料	：500 円 / 年、 材料費が別途必要
◇申込先	：☎85-3367

〜 粟ケ窪地区公民館 〜

〜 霜出校区公民館 〜

◇講　師	：東 孝子さん
◇定　員	：20 人（一般）
◇受講料	：500 円 / 年
◇申込先	：☎36-0167

こなみずきさつまいもでんぷんや特産のお茶など、随所に
郷土のものを使って料理を作るのがこの教室のメインです。
旬のものや地元の食材を使い後世に残したい料理を作りま
す。失敗することもあるけど、みんなの知恵を持ち寄って
試作・研究しながらメニューやレシピを考えます。分量にこ
だわらないところも楽しくできるこの教室のいいところです。

知覧町生活研究グループ

〜 松山校区公民館 〜
市内に加工施設があるということを知って
もらいたくて始めました。安心・安全なも
のを手作りで食べてもらいたいです。

食べること= 命です。私たちは食べることで命をつないで
います。食事が私たちの健康を左右することは言うまでも
ありません。食を正すれば健康でいられるし、食を間違え
ば病気になります。昨年、和食が世界無形文化遺産に
登録されました。ここで和食をみなおしてみませんか？日本
の世界に誇れる伝統食や
私たちの先祖が昔からやって
きていた民間療法（手当て
法）、食事での養生法と手当
てでの養生法を、楽しく実習
もまじえて勉強しています。
食養指導士　東 孝子さん

食育講座

郷土料理教室

加工教室

１回目のピザは生地をこねるところから、２回目のこんにゃ
くはこんにゃく芋から、毎回一から作ります。普段作れな
いものをいろいろ教えてもらって勉強になります。教室が
ずっとあればいいと思います。	 （50 歳代女性）

〜 参加された方からひとこと 〜

食という字は人を良くすると書きますね、という先生の話
に今更ながら「なるほど」とうなずきながら始まった食育
講座です。ビワ葉やドクダミで作る万能エキス作り。調
理実習では砂糖を使わない根菜の煮物。美味しさの秘密
は北海道の昆布と鹿児島のかつお節にありました。子育
ては、生まれて歩けるようになるまでは体育、３歳までに
食育、３歳から徳育、小学校にあがったら知育と聞きま
した。若いお母さん方に是非すすめたい講座です。還暦
を迎える私は、人生の後半に向けて元気に歳を重ね、ピ
ンピンコロリをめざし、始まったばかりの孫育ての手助け
になれたらと、次回の講座を楽しみにしています。　　

山神 久子さん（知覧町）

「生涯学習講座」コーナーは今回で終了となります。掲載にあたり、取材に協力してくださいました講師の先生および受講生の方、
本当にありがとうございました。

〜 参加された方からひとこと 〜
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